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行
い
ま
す
。

最
終
的
に
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
、
講

師
用
の
Ｃ
Ｄ（
い
ず
れ
も
有
料
）を
送

付
し
ま
す
。

講
師
陣
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
作
成

Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
の
全
国
展
開
に
際

し
て
、
２
つ
の
課
題
に
注
力
し
ま
し
た
。

指
導
力
の
あ
る
講
師
陣
の
布
陣
と

実
践
的
な
教
材
の
作
成
で
す
。

講
師
陣
は
全
国
60
余
名
の
Ｐ
Ｄ

Ｎ
理
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

都
道
府
県
を
つ
な
ぐ
き
め
細
か
い

Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
方
法

に
つ
い
て
は
、
各
位
か
ら
貴
重
な
ご

提
案
を
い
た
だ
き
検
討
を
重
ね
ま
し

た
。
そ
の
成
案
は
ポ
ス
タ
ー
に
示
し

た
通
り
で
す
。
即
ち
、
主
催
者
は
、

地
方
自
治
体
、
医
師
会
、
看
護
協

会
、
各
種
医
療
機
関
、
協
賛
企
業
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
連
合
な
ど
、い
ろ

い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

主
催
者
側
担
当
者
か
ら
ご
連
絡
を

い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
と
の
打
ち
合
わ

せ
に
は
い
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
で

き
る
だ
け
経
費
を
節
減
す
る
た
め
、

主
催
者
と
Ｐ
Ｄ
Ｎ
の
打
合
せ
は
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
な
ど
で
行

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
小
規
模
な
セ

ミ
ナ
ー
に
も
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

主
催
者
側
の
主
な
作
業
は
、
会
場

の
設
営
と
参
加
者
の
募
集
で
す
。
そ

の
た
め
の
資
料
と
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
か

ら
、
開
催
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
テ
キ

ス
ト
ブ
ッ
ク
な
ど
の
資
料
を
お
送
り

し
ま
す
。

ご
要
望
が
あ
れ
ば
講
師
の
ご
紹

介
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
な
ど
も
お
手
伝
い
し

ま
す
。
ま
た
Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
協
賛

企
業
の
な
か
か
ら
、
協
力
企
業
の
ご

紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
す

べ
て
の
ケ
ー
ス
で
詳
細
な
打
合
せ
を

ＰＥＧのマーケットサイズ推移
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04年予測

（株）アールアンドディ「3．診断機器　10．消化器内視鏡用処置具（２）PEG」より

テキストブック10月完成！

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
整

い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
テ

キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

の
作
成
に
は
、

30
余
名
の
臨
床

に
精
通
し
た
専

門
の
先
生
方
に

執
筆
を
お
ね
が

い
し
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
以
下

（
２
〜
５
頁
）

に
、
詳
細
を
述

べ
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
主
催
者
と

Ｐ
Ｄ
Ｎ
の
役
割
分
担

	 4面	 地域連携カンファレンス⑨
	 6面	 在宅医療の現場から⑨
	 8面	 栄養教室⑦
	 12面	 小児のPEG
	 14面	 わたしのまちの病院⑨
	 16面	 PDN談話室	Webセミナー⑧
	 18面	 患者家族体験記⑦
	 19面	 PDN広場
	 20面	 医療機関リスト（新規登録）

主
な
記
事

第 9 号
2004 Oct

セミナー開始予定
2004 年 10 月中旬

●開催の詳細は次号以降の
PDN 通信で報告します。

●電話、FAX、e-mail で
御連絡下さい。

Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
、
本
番
に
向
け
て
始
動

成
果
が
問
わ
れ
る
全
国
１
０
０
０
開
催
目
標

胃
ろ
う
患
者
が
20
万
人
を
超
え
た
現
状（
グ
ラ
フ
）で
、
依
然
と
し
て
払

拭
さ
れ
な
い
胃
ろ
う
へ
の
偏
見
、
初
歩
的
な
胃
ろ
う
の
知
識
・
技
量
の
欠

如
、
介
護
施
設
の
患
者
受
入
拒
否
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
胃
ろ
う
の
普
及
に
伴
っ
て
、
日
々
顕
在
化
す
る
諸
問
題
に
、
迅

速
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
通
信
な
ど
で
情
報
提
供
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

「
近
隣
の
場
で
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
を
習

得
し
、
患
者
・
家
族
中
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
環
境
を
醸
成
し
た
い
」

Ｐ
Ｄ
Ｎ
通
信
第
８
号（
２
０
０
４
年
7
月
1
日
号
）で
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
は
第
３

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
反
響
は

大
き
く
、
早
速
、
各
方
面
か
ら
多
く
の
提
案
や
協
賛
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
提
案
を
計
画
に
反
映
す
べ
く
、目
下
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
再
構
築
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
当
初
計
画
よ
り
や
や

遅
れ
気
味
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
コ
ン
セ
プ
ト
が

明
確
と
な
り
、
内
容
も
い
っ
そ
う
充
実
し
ま
し
た
。
呼
び
か
け
か
ら
今
日

ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
改
め
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
の
計
画
呼
び
か
け

に
、
多
く
の
激
励
と
協
賛
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
か
で
も
、
Ｈ
Ｅ
Ｑ
研
究
会

代
表
世
話
人
の
曽
和
融
生
先
生
か
ら
お

く
ら
れ
た
熱
い
エ
ー
ル
は
、
何
よ
り
の
勇

気
と
推
進
力
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
り
返
れ
ば
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
・
運
営
か
ら
出
発
し
、「
胃

ろ
う
手
帳
」な
ど
の
書
籍
出
版
、
情
報
紙

「
Ｐ
Ｄ
Ｎ
通
信
」
の
発
行
と
、
拙
速
な
が

ら
も
、
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
ど
も
は
こ
う
し
た

活
動
を
総
称
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｎ
広
場
と
呼
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
広
場
に
新
ら
た
な
息
吹

を
も
た
ら
す
も
の
と
大
き
な
希
望
を
抱

い
て
お
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
活
動
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立

当
初
か
ら
掲
げ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、
四
年
目
を
迎
え
て
、
よ
う
や
く
実

現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｐ

Ｄ
Ｎ
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆

様
の
お
陰
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
作
成
と
講
師
陣

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
は
臨
床
に
精
通

し
た
専
門
の
諸
先
生
に
深
く
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
先
生

方
か
ら
の
提
言
は
ど
れ
も
示
唆
に
富
み
、

私
ど
も
は
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

実
行
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
船
出
は
少
々
遅

れ
ま
す
が
、
そ
の
分
、
内
容
が
充
実
し
、

こ
の
た
び
の
Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー

全
国
開
催
の
企
画
に
あ
た
り
、
そ
の

教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
実
践
的

P
E
G
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
栄
養
管
理

を
含
め
た
介
護
ケ
ア
に
関
す
る
テ
キ

ス
ト
ブ
ッ
ク
を
発
刊
さ
れ
る
こ
と
、
誠

に
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

平
成
8
年
8
月
、
北
里
大
学
東
病

院
消
化
器
外
科
元
教
授
、
比
企
能
樹

先
生
の
ご
発
案
に
よ
り
H
E
Q
研
究

会
が
設
立
さ
れ
、
こ
の
分
野
で
は
本

邦
初
め
て
の
全
国
規
模
の
研
究
会
と

し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

H
EQ

はH
om

e health care

、

Endoscopic therapy

、Quality of life

の
頭
文
字
を
連
ね
た
も
の
で
、
ま
さ
に

高
齢
者
の
在
宅
介
護
に
向
け
て
、
経
皮

内
視
鏡
的
胃
瘻
造
設
術（
P
E
G
等
）の

手
技
を
用
い
、
患
者
の
Q
O
L
向
上
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
研

究
会
は
年
々
盛
会
と
な
り
、
本
年
で
第

9
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
研
究
会
で
の
熱
気
が
そ

の
ま
ま
全
国
各
地
に
浸
透
し
て
い
る
か
は

定
か
で
は
な
く
、
温
度
差
も
感
じ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
P
E
G
に
対
す
る
社
会
的
認

知
度
も
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

P
E
G
の
普
及
と
P
E
G
の
正
し
い
情

報
提
供
を
目
的
と
し
て
、
平
成
13
年
4

月
、
N
P
O
法
人
P
E
G
ド
ク
タ
ー

ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代
表
理
事
：
鈴
木

裕
、
事
務
局
長
：
二
宮
英
温
）が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
H
E
Q
研
究

会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
P
D
N
の
成

果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
自
治

体
、
医
師
会
、
看
護
・
介
護
協
会
な

ど
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
は
、
介

護
・
在
宅
医
療
の
活
動
基
盤
の
組
織

作
り
の
支
援
と
、
地
域
か
ら
の
登
録
医

療
機
関
の
増
加
と
充
実
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
P
D
N

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
た
め
に
今
回
発

刊
さ
れ
ま
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
地
域

で
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
基
礎

知
識
と
技
術
の
習
得
に
役
立
ち
、ひ

い
て
は
患
者
・
家
族
の
安
心
で
き

る
社
会
環
境
の
醸
成
に
も
貢
献
で

き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

(

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
『
推
薦
の
言

葉
」
よ
り
抜
粋
）

全
体
像
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

小
さ
な
点
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
Ｐ
Ｄ

Ｎ
は
、い
ま
、
点
か
ら
線
へ
、
更
に
面
へ
の

拡
が
り
が
視
野
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｐ

Ｄ
Ｎ
広
場
に
集
う
も
の
は
患
者
・
家
族

と
多
分
野
の
医
療
従
事
者
で
す
。
こ
の

広
場
で
は
学
ぶ
者
は
、
同
時
に
教
え
る

者
で
あ
り
、
心
が
通
い
合
う
相
互
信
頼

が
親
近
感
を
高
め
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誕
生
を
契
機
と
し

て
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
広
場
が
更
に
身
近
な
も
の

と
な
り
、
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

「
胃
ろ
う
患
者
と
介
護
す
る
家
族
を

孤
立
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
Ｐ
Ｄ

Ｎ
の
理
念
を
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
を
通

じ
て
共
有
で
き
る
こ
と
は
、
何
も
の
に
も

か
え
が
た
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
指

導
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

2004年8月31日現在　五十音順　敬称略

Ｐ
Ｄ
Ｎ
代
表
理
事

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
外
科鈴

木
　
裕

多
く
の
激
励
と
協
賛
に
感
謝

足立　香代子 せんぽ東京高輪病院　栄養管理室
雨海　照祥 茨城県立こども病院　小児外科
有本　之嗣 須波病院　理事長
伊藤　重二 公立丹南病院　副院長
稲川　利光 NTT 東日本伊豆病院　リハビリテーション科
井上　善文 日本生命済生会附属日生病院　外科
上野　文昭 大船中央病院　消化器肝臓病センター
上符　正志 益子病院　内科
枝　幸基 仙台市立病院　消化器科
大重　京子 指宿浩然会病院　内科
大島　貞男 大島内科クリニック　院長
大谷　順 ＪＡ府中総合病病院　外科
岡田　晋吾 北美原クリニック　院長
岡野　均 岡野医院　院長
小川　滋彦 小川医院　院長
小野　成樹 赤穂市民病院　消化器科
小野　博美 大滝病院内科（留学中）

Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
に
期
待
す
る

H
E
Q
研
究
会
代
表
世
話
人

社
団
法
人
大
阪
掖
済
会
病
院
特
別
顧
問

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

曽
和
融
生

小野沢　滋 亀田総合病院　地域医療管理部
梶谷  伸顕 岡山光生病院　外科
蟹江　治郎 ふきあげ内科胃腸科クリニック　院長
木村　明 木村病院　院長
木村　知行 東京慈恵会医科大学　麻酔科
日下部　俊朗 伊達赤十字病院　消化器科
倉　敏郎 町立長沼病院　副院長
小山　茂樹 滋賀医科大学　消化器内科
嶋尾　仁 北里大学東病院消化器外科／慶洋会ケイアイ飯田橋クリニック院長
城本　和明 城本胃腸科内科クリニック　院長
城谷　典保 東京女子医科大学病院　第 2 外科
末永　仁 日立港病院　院長
鈴木　裕 東京慈恵会医科大学　外科
曽和　融生 大阪掖済会病院　特別顧問
高橋　美香子 鶴岡協立病院　内科
瀧藤　克也 和歌山県立医科大学　第２外科
田尻　久雄 東京慈恵会医科大学　内視鏡科
津川　信彦 津軽保健生活協同組合健生五所川原診療所　所長
永井　祐吾 泉大津市立病院　副院長
新留　とよ子 富士市訪問看護ステーション　主幹
西口　幸雄 大阪市立総合医療センター　外科

二宮　英温 PEG ドクターズネットワーク　事務局長
長谷部　正晴 長汐病院　副院長
畠山　勝義 新潟大学　第二外科
東口　高志 藤田保健衛生大学　外科学 ･ 緩和ケア講座
比企　能樹 北里大学　名誉教授
深沢　眞吾 巨摩共立病院　副院長
福島　亮治 帝京大学　外科
福島　亘 市立富山市民病院　外科
堀内　朗 昭和伊南総合病院　消化器科
増田　勝紀 聖路加国際病院予防医療センター　内視鏡科
松月　弘恵 東京家政学院大学　家政学部
松原　康美 北里大学東病院　看護部ＥＴナース
松本　昌美 奈良県立五條病院　内科
松本　雄三 亀田総合病院　内視鏡検査室
丸山　道生 東京都保健医療公社大久保病院　外科
宮澤　靖 近森病院　栄養科
三原　千恵 中国労災病院　脳神経外科
村上　匡人 村上記念病院　副院長
吉田　祥吾 久留米大学外科（留学中）
吉野　すみ 滝宮総合病院　内科

PDN ドクターズネットワーク理事
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の
映
像
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
作

成
し
、
必
要
に
応
じ
て
解
説
文
の
音

声
も
出
力
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

摂
食
・
嚥
下
障
害
を
も
つ
胃
瘻
患

者
は
、
胃
瘻
造
設
以
後
の
長
期
栄
養

管
理
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
長
期
で
す
か
ら
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

も
医
師
を
は
じ
め
看
護
師
、
栄
養
士
、

薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
さ
ら
に
は
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
多
く
の
職
種
が
か
か
わ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
は
、
圧
倒
的
に
長
期
の
介
護
に

携
わ
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
で
す
。

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は

こ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
が
必
要

と
す
る
知
識
と
技
量
を
限
ら
れ
た
時

間
内
で
効
率
的
に
習
得
で
き
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
説
明
も
、
映
像
を
駆
使
し

た
簡
潔
で
平
易
な
も
の
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
勘
案
し
て
、つ
く
ら

れ
た
の
が
、
胃
瘻
と
栄
養
の
必
要
な

知
識
を
細
分
化
し
た
、
ご
覧
の
１
章

か
ら
７
章
ま
で
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

の
内
容
で
す
。

全
体
構
成
は
30
余
名
の
専
門
講
師

が
持
ち
時
間
約
５
分
で
リ
レ
ー
口
演

し
て
い
く
「
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ウ
」
の
よ
う

な
手
法
を
用
い
ま
し
た
。

講
師
が
用
い
る
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

講
師
が
講
義
内
容
に
応
じ
て
、
自
由

に
編
集
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
胃
ろ
う
と
栄
養
」の
基
礎
知
識
35
演
題
の

連
続
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
一
挙
公
開
！

協
賛
25
社
、
57
製
品
掲
載

現
場
の
ニ
ー
ズ
は
、
特
長
が
理
解
で
き
る
製
品
情
報

が
必
要
で
す
。
胃
瘻
に
関
す
る
基
礎

知
識
同
様
、
使
用
さ
れ
る
製
品
に
つ
い

て
の
比
較
検
討
が
し
や
す
い
実
用
書

と
し
て
も
お
使
い
い
た
だ
け
る
テ
キ
ス

ト
ブ
ッ
ク
の
作
成
に
努
め
ま
し
た
。

尚
、
改
訂
増
刷
時
に
は
、
必
要
に
応

じ
て
最
新
情
報
と
差
し
替
え
て
ゆ
く

予
定
で
す
。

協
賛
企
業（
五
十
音
順
）

・
旭
化
成
フ
ァ
ー
マ
㈱

・
味
の
素
フ
ァ
ル
マ
㈱

・
ア
ボ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱

・
ア
ル
ケ
ア
㈱

・
エ
ー
ザ
イ
㈱

・
エ
ス
エ
ス
製
薬
㈱

・
大
塚
製
薬
㈱

・
キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱

・
ク
リ
エ
ー
ト
メ
デ
ィ
ッ
ク
㈱

・
三
協
製
薬
工
業
㈱

・
㈱
三
和
化
学
研
究
所

・
㈱
ジ
ェ
イ
･
エ
ム
・
エ
ス

・
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
㈱

・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱

・
テ
ル
モ
㈱

・
日
研
化
学
㈱

・
二
本
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
㈱

・
ニ
プ
ロ
㈱

・
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
㈱

・
フ
ィ
ブ
ロ
製
薬
㈱

・
ボ
ス
ト
ン
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク

　

ジ
ャ
パ
ン
㈱

・
明
治
乳
業
㈱

・
㈱
メ
デ
ィ
コ
ス
ヒ
ラ
タ

・
㈱
メ
デ
ィ
コ
ン

・
㈱
ヤ
ク
ル
ト
本
社

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
第
８
章
は
協
賛

企
業
の
製
品
情
報
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
協

賛
い
た
だ
い
た
25
社
の
、
57
製
品
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。　

メ
ー
カ
ー
の
製
品
情
報
は
多
忙
な

医
療
従
事
者
が
求
め
る
大
切
な
情
報

で
あ
り
、
患
者
の
医
療
・
介
護
に
直

接
影
響
を
与
え
ま
す
。
学
会
や
セ
ミ

ナ
ー
会
場
で
も
、
講
演
や
質
疑
応
答

と
並
ん
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
一
堂
に

並
ん
だ
各
メ
ー
カ
ー
の
製
品
展
示
で

す
。
そ
こ
で
は
、
医
療
従
事
者
は
す
べ

て
の
製
品
を
同
じ
目
線
で
公
平
に
一

覧
で
き
、
製
品
知
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
１
〜
７
章
が
35

の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
な
ら

ば
、
こ
の
第
８
章
は
学
会
の
製
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

製
品
紹
介
の
公
平
性
、
客
観
性
を

保
つ
た
め
、
同
一
ス
ペ
ー
ス
で
同
一
の

表
現
形
式
を
と
り
、
各
製
品
の
特
長

を
メ
ー
カ
ー
に
明
記
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
統
一
表
現
形
式
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
医
療
・
介
護
の
現
場
で

求
め
ら
れ
る
情
報
の
優
先
順
位
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
複
数
の
医
療
従

事
者
か
ら
参
考
意
見
を
う
か
が
い
ま

し
た
。
製
品
情
報
ペ
ー
ジ
の
作
成
に

ご
協
賛
、
ご
協
力
い
た
だ
き
き
ま
し

た
メ
ー
カ
ー
各
位
に
は
、
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

病
態
に
応
じ
て
個
別
の
処
置
を
必

要
と
す
る
医
療
・
介
護
の
現
場
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
の
キ
ッ
ト
や
栄
養
剤

が
根
拠
に
基
づ
い
て
選
択
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
正
し
い
情
報

第１章　概論
1 胃瘻（PEG) とは 有本之嗣
2 適応と禁忌 上野文昭
3 インフォームドコンセント 津川信彦

第２章　造設と交換
1 造設手技 高橋美香子
2 内視鏡の操作 松本雄三
3 カテーテルの種類 小川滋彦
4 術前・術後の管理 枝　幸基
5 合併症 日下部俊朗
6 交換 西口幸雄
7 PEG のクリニカルパス 岡田晋吾

第３章　疾患からみた PEG
1 脳血管障害と PEG 三原千恵
2 痴呆と PEG 吉野すみ
3 神経疾患と PEG 山口浩和
4 炎症性長疾患と PEG 小山茂樹
5 頭頸部癌と PEG 妙中直之
6 末期癌と PEG 嶋尾　仁
7 小児疾患と PEG 雨海照祥

第４章　PEG 以外の栄養投与ルート
1 経鼻栄養 野村昌哉・井上善文

2 外科的胃瘻・腸瘻 永井祐吾
3 PTEG 大石英人

第５章　長期栄養管理の基本
1 病診連携 丸山道生
2 在宅医療・介護 小野澤　滋
3 摂食 ･ 嚥下障害のリハビリ 稲川利光
4 NST による栄養管理 飯田俊雄・東口高志
5 栄養評価 宮澤　靖
6 栄養管理 大谷　順

第６章　日常のケアとトラブル
1 日常の手入れ 末永　仁
2 口腔ケア 石塚三寿
3 スキントラブル 松原康美
4 カテーテルトラブル 倉　敏郎
5 消化器トラブル 松村雅彦
6 固形化の試み 蟹江治郎

第７章　保険 ･ その他
1 PEG に関する保険 小川滋彦
2 医療過誤への対応 （弁護士）
3 PEG の問題点と展望 岡野　均
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で
、こ
の
会
の
代
表
世
話
人
で
あ
る
堀

内
は「
こ
の
会
の
活
動
に
よ
り
P
E
G

に
関
す
る
知
識
と
技
術
の
標
準
化
を

目
指
し
て
、
長
野
県
内
の
P
E
G
に

携
わ
る
医
療
関
係
者
の
横
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
多

く
の
方
に
P
E
G
の
恩
恵

を
享
受
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
意
気
込
み
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
表
１
）
は
ま
ず
一
般
演

題
３
題
の
発
表
で
始
ま
り

ま
し
た
が
、
終
始
活
発
な

討
議
が
な
さ
れ
、
日
頃
か

ら
P
E
G
に
関
す
る
問
題

へ
の
意
識
の
高
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
後

援
を
頂
い
た
７
社
の
企
業

の
代
表
の
方
か
ら
製
品
の

説
明
を
各
社
６
分
程
度
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
時
間
と
は
別
に
会
の

今
回
の
研
究
会
に
お
け
る
重
要
な

目
的
の
ひ
と
つ
は
、
お
集
ま
り
い
た
だ

い
た
方
に
P
D
N
の
存
在
、
活
動
を

伝
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
P
D
N
の
胃
ろ
う
手
帳
を
研
究

会
に
参
加
さ
れ
た
方
全
員
に
無
料
で

配
布
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
お
よ
び
P
E
G
施
行
医
療
機
関
へ

事
の
始
ま
り
は
長
野
県
消
化
器

内
視
鏡
技
師
研
究
会
に
P
E
G
の

ケ
ア
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
問
い
合

わ
せ
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。
県
内
の
各
施
設

で
精
力
的
に
P
E
G
が
施
行
さ
れ
る

も
の
の
そ
の
後
の
管
理
、
ケ
ア
の
情

報
が
追
い
つ
か
ず
、
発
生
し
て
き
た

問
題
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
が
話
題
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

当
初
、
胃
ろ
う
に
関
す
る
問
題
も

消
化
器
内
視
鏡
技
師
研
究
会
を
中

心
に
対
処
し
よ
う
と
い
う
動
き
も

あ
り
ま
し
た
が
、
胃
ろ
う
に
関
連
す

る
対
象
は
と
て
も
多
く
、
と
て
も
片

手
間
に
対
応
で
き
る
問
題
で
な
い
こ

と
、
内
視
鏡
技
師
会
自
体
に
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を
た
く
さ

ん
抱
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ

の
会
の
顧
問
で
も
あ
る
信
州
大
学
内

視
鏡
診
療
部
の
赤
松
泰
次
先
生
の

勧
め
も
あ
っ
て
、
胃
ろ
う
に
関
す
る

独
自
の
研
究
会
を
発
足
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
以
前
よ
り
胃
ろ
う
造

設
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
管
理
に

も
関
心
が
あ
っ
た
昭
和
伊
南
総
合
病

院
の
堀
内
と
明
生
会
高
山
内
科
の

前
島
が
中
心
と
な
り
、
P
E
G
の
み

な
ら
ず
胃
ろ
う
全
般
を
対
象
に
す

る
こ
と
と
し
て
「
長
野
県
胃
ろ
う
研

究
会
」
と
い
う
名
称
で
平
成
16
年
４

月
１
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
会

は
と
に
か
く
長
野
県
内
の
胃
ろ
う
に

関
す
る
情
報
を
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。
こ
の
会
の
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
出

身
校
、
所
属
機
関
、
業
種
に
左
右
さ

れ
な
い
人
選
を
目
指
し
、
消
化
器
内

視
鏡
医
だ
け
で
な
く
神
経
内
科
医

を
含
め
た
P
E
G
担
当
の
医
師
や

看
護
師
、保
健
師
、メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
栄
養
士
の
方
々

に
こ
の
会
の
世
話
人
と
し
て
８
施
設

か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
登
録
を
勧
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
長
野
県
胃
ろ
う
研
究
会
の
基

本
的
な
姿
勢
と
し
て
全
国
展
開
す
る

P
D
N
の
活
動
に
足
並
み
を
そ
ろ
え
、

こ
の
会
が
P
D
N
の
長
野
県
支
部
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全

国
レ
ベ
ル
の
知
識
や
技
術
を
長
野
県

　
地
域
連
携
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

❾

長
野

長
野
県
胃
ろ
う
研
究
会
発
足

CONFERENCE

全
県
的
な
組
織
と
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
す

CONFERENCE

P
D
N
の
活
動
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
、

企
業
の
公
平
な
情
報
提
供
の
場
を
目
指
す

２
０
０
４
年
７
月
４
日
、
松
本
市

M
ウ
イ
ン
グ
で
第
１
回
研
究
会
が
開

催
さ
れ
、
胃
ろ
う
に
携
わ
る
医
師
や

看
護
師
、
栄
養
士
な
ど
約
１
３
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
の
あ
い
さ
つ

CONFERENCE
発
表
の
み
な
ら
ず
、

製
品
展
示
説
明
会
も
大
盛
況

内
に
お
い
て
も
い
ち
早
く
啓
蒙
普
及

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
有
用
な
方
法

と
思
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

次
に
胃
ろ
う
の
問
題
で
は
、
器
具
、

栄
養
な
ど
企
業
各
社
の
製
品
に
関
す

る
公
平
な
情
報
提
供
が
極
め
て
重
要

と
思
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
偏
り
の
な

い
企
業
の
方
の
参
加
を
目
指
し
ま
し

た
。
こ
の
研
究
会
が
各
社
製
品
の
長

所
、
短
所
を
遠
慮
な
く
話
せ
る
場
に

す
る
た
め
に
は
一
部
の
企
業
の
共
催
で

は
な
く
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
す

べ
て
の
企
業
に
門
戸
を
開
放
し
、
ど

の
企
業
も
賛
助
会
員
と
し
て
平
等
に

こ
の
研
究
会
を
後
援
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
方
法
を
採
用
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
研
究
会
へ
の
援
助

は
研
究
会
で
の
広
告
料
、
製
品
展
示

料
と
い
う
形
で
ど
こ
の
企
業
も
ご
希

望
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
る
よ
う
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
お
金
の
中

か
ら
少
し
で
も
こ
の
会
の
存
在
が
県

内
に
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
と
の

願
い
を
込
め
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
配

布
、
集
ま
り
や
す
い
よ
う
に
長
野
県

の
中
心
に
位
置
す
る
松
本
で
第
１
回

の
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
土
曜
日
に
仕
事
が
あ

る
方
の
事
を
考
慮
し
て
あ
え
て
日
曜

日
を
開
催
日
に
選
び
ま
し
た
。

満席の会場

は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
会
議
場
周

辺
の
通
路
に
は
所
狭
し
と
各
企
業
の

製
品
が
展
示
さ
れ
、
全
国
規
模
の
学

会
の
展
示
場
の
ブ
ー
ス
さ
な
が
ら
の

よ
う
な
光
景
で
大
盛
況
で
し
た
。
各

社
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
前
で
は
大
勢
の

参
加
者
が
質
問
を
し
た
り
、
試
用
品

を
も
ら
っ
た
り
と
一
度
に
７
社
の
企

業
の
方
か
ら
情
報
を
得
ら
れ
る
と
い

う
貴
重
な
機
会
を
参
加
者
の
方
に
提

供
で
き
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
出
来
る

だ
け
多
く
の
企
業
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
公
平
で
自
由
な
情
報
提

供
の
場
作
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
の
後
、
我
が
国
に
お
け
る

P
E
G
の
第
一
人
者
で
あ
る
小
川

滋
彦
先
生
（
金
沢
市
小
川
医
院
）
に

よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

P
E
G
が
在
宅
医
療
に
は
極
め
て
有

用
な
強
い
味
方
で
あ
る
こ
と
、
造
設

後
の
ス
キ
ン
ケ
ア
や
栄
養
に
つ
い
て

の
問
題
と
そ
の
対
処
方
法
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
小
川
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
具
体
的
か
つ
実

践
的
な
内
容
で
し
た
の
で
お
聞
き
に

な
っ
た
方
に
と
っ
て
は
翌
日
か
ら
す
ぐ

に
役
に
た
つ
も
の
と
思
い
ま
し
た
。
第

１
回
の
研
究
会
の
特
別
講
演
に
ふ
さ

わ
し
い
す
ば
ら
し
い
講
演
で
あ
り
ま

し
た
の
で
、
小
川
先
生
に
は
こ
の
場
を

借
り
て
今
一
度
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 受付をすませ製品展示にも足を運ぶ
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西播地区PEGと臨床栄養を考える会

北海道胃瘻研究会

日立市胃瘻研究会

北陸PEG・在宅栄養研究会

関西経皮内視鏡的胃瘻造設術研究会

中部PEG研究会

山梨胃瘻研究会

長野県胃ろう研究会

青森静脈・経腸栄養研究会

滋賀PEGケアネットワーク

PEGケアカンファレンス熊本

鹿児島胃瘻研究会

こ
こ
数
年
、
全
国
各
地
で
胃
瘻
研

究
会
が
誕
生
し
て
い
る
。

こ
の
夏
新
た
に
発
足
し
た
も
の
も

含
め
、
7
〜
8
月
に
開
催
さ
れ
た
主

な
研
究
会
を
紹
介
す
る
。

●
第
1
回　

長
野
県
胃
ろ
う
研
究
会

7
月
４
日　

10
：
30
〜
13
：
00

於
：
松
本
市
中
央
公
民
館

（
詳
細
は
4
、
5
面
）

●
第
３
回　

西
播
地
区
P
E
G
と

　

臨
床
栄
養
を
考
え
る
会

7
月
24
日　

17
：
00
〜
19
：
00（
延
長
）

於
：
赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

参
加
者
：
記
名
者
1
2
1
名
の
他
に

無
記
名
者
多
数　

主
催
：
赤
穂
郡
医
師
会
（
共
催
と
し

て
３
医
師
会
、
ほ
か
）

一
般
演
題
は
「
当
院
に
お
け
る
嚥
下

造
影
の
実
際
」「
P
E
G
と
感
染
症
」、

特
別
講
演
は
「
P
E
G
管
理
の
最
新

知
識
」。
会
は
延
長
し
、
閉
会
後
の
懇

談
会
で
も
活
発
な
質
疑
が
続
い
た
。

（
赤
穂
市
民
病
院
･
小
野
成
樹
先
生
よ
り
）

●
第
15
回　

青
森
静
脈
･
経
腸
栄
養

　

研
究
会

8
月
21
日　

15
：
00
〜
18
：
00　

於
：
青
森
国
際
ホ
テ
ル

参
加
者
：
1
5
0
名
（
特
に
、
施
設

の
看
護
師
、
栄
養
士
の
参
加
多
数
）

近
年
、
P
E
G
や
経
腸
栄
養
剤
に
ま

つ
わ
る
演
題
が
多
い
。
特
別
講
演
「
胃

瘻
P
E
G
後
期
合
併
症
管
理
と
固
形

化
経
腸
栄
養
剤
の
実
践
」の
ほ
か
、
Ｐ

Ｄ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
案
内
が
、
津

川
信
彦
先
生
よ
り
報
告
さ
れ
た
。（
協

賛
メ
ー
カ
ー
よ
り
）

●
第
１
回　

鹿
児
島
P
E
G
研
究
会

8
月
21
日　

15
：
00
〜
17
：
30（
延
長
） 

於
：
鹿
児
島
医
師
会
病
院
新
館
ホ
ー
ル

参
加
者
：
2
0
0
名
以
上

各
施
設
に
お
け
る
造
設
･
交
換
･
ケ
ア

の
現
状
報
告
、
キ
ッ
ト
の
種
類
と
特
徴
、

演
者
と
参
加
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
質
問
が
多
数
あ
っ
た
。
次
回

は
来
年
2
月
に
注
入
に
関
す
る
テ
ー
マ

で
開
催
の
予
定
。（
指
宿
浩
然
会
病
院
･

大
重
京
子
先
生
よ
り
）

●
第
5
回　

Ｐ
Ｅ
Ｇ
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　

熊
本

8
月
21
日　

15
：
00
〜
18
：
00

於
：
フ
ー
ド
パ
ル
熊
本

通
じ
て
、
県
内
全
体
の
P
E
G
に
関

す
る
知
識
や
技
術
の
底
上
げ
を
目
的

に
全
県
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る

と
と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
を
通
じ
て
県
外

の
組
織
の
方
々
と
も
横
の
つ
な
が
り

を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
：
長
野
県
胃
ろ
う
研
究
会

代
表
世
話
人　

堀
内　

朗
）

第
１
回
研
究
会
の
終
了
後
に
回

収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
参
加

さ
れ
た
大
勢
の
方
に
満
足
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
松

本
市
で
の
開
催
、
時
間
設
定
は
こ
の

ま
ま
で
よ
く
、
年
内
に
第
２
回
目
の

研
究
会
を
希
望
さ
れ
る
声
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
会
場
が
手
狭
で
あ
っ
た

点
を
考
慮
し
て
、
第
２
回
研
究
会
は

12
月
５
日
日
曜
日
に
松
本
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
で
「
栄
養
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
の
予
定
で
す
。
第

１
回
よ
り
大
勢
の
方
が
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
２
４
０
名
収
容
の

大
会
議
室
と
企
業
の
製
品
展
示
の
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
中
会
議
室
（
70
名
収

容
）を
確
保
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
１

回
研
究
会
と
同
様
に
研
究
会
開
催
の

詳
細
を
記
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

９
月
上
旬
に
は
長
野
県
内
に
配
布
の

予
定
で
す
。

長
野
県
胃
ろ
う
研
究
会
の
活
動
を

CONFERENCE

第
２
回
研
究
会
の
日
程
決
定
、

よ
り
大
勢
の
方
の
参
加
を
目
指
す

第1回 長野県胃ろう研究会プログラム

平成16年7月4日（日）10：30〜13：00
	 Ｍウイング（松本市中央公民館）
開会の辞　代表世話人：堀内　朗
一般演題　座　　　長：丸の内病院　中村　直
1 合併症回避のための経皮内視鏡的胃瘻造設術(Introducer法)の検討
	 更埴中央病院　宮林千春　ほか
2 感染防止キットを用いた胃瘻造設術後合併症の検討
	 辰野総合病院　鈴木史恭　ほか
3 胃ろうチューブ交換時における携帯型スコープの使用経験
	 昭和伊南総合病院　堀内　朗　ほか
昼食および展示説明会（７社）
特別講演　座　　　長：飯田市立病院　柳川宗平

「PEGを味方にして生きるー胃ろう造設後の管理とケア」
	 金沢市小川医院　小川滋彦
閉会の辞　代表世話人：前島信也

（敬称略）
第2回にも奮ってご参加下さい（堀内）

全
国
の
胃
瘻
研
究
会

点
か
ら
線
へ
の
連
携
を

参
加
者
：
3
3
0
名（
特
に
栄
養
士
、

他
県
か
ら
の
参
加
多
数
）

基
礎
知
識
レ
ク
チ
ャ
ー　
「
Ｐ
Ｅ
Ｇ
の

栄
養
剤
あ
れ
こ
れ
」、
特
別
講
演
「
Ｐ

Ｅ
Ｇ
に
お
け
る
栄
養
管
理
の
コ
ツ
」、

そ
の
内
容
を
受
け
て
質
疑
応
答
。

近
年
、
固
形
化
を
含
め
経
腸
栄
養
剤

や
そ
の
投
与
法
に
関
す
る
演
題
が
増

え
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
は
、

ゲ
ル
化
さ
れ
た
経
腸
栄
養
剤
の
開
発

を
、
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。（
城
本

胃
腸
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
城
本
和

明
先
生
よ
り
）

◇

開
催
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
、 

P
D
N
通
信
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
設
立
趣
意
書
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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在
宅
医
療
は

「
密
室
医
療
」？

過
去
に
は
在
宅
医
療
と
は
い
わ
ば

「
密
室
医
療
」
で
し
た
。
主
治
医
と
家

族
の
間
で
「
年
だ
か
ら
も
う
イ
イ
ね
」

と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
な
さ
れ
れ
ば
、

治
療
可
能
な
状
態
で
あ
っ
て
も
「
末

期
だ
と
み
な
し
て
」
治
療
を
打
ち
切

る
こ
と
が
あ
り
え
た（
こ
れ
を「
み
な
し

末
期
」
と
言
う
そ
う
で
す
）。
と
こ
ろ

が
、
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ

ん
、
訪
問
看
護
師
さ
ん
等
々
、
い
ろ

い
ろ
な
職
種
の
方
々
が
お
宅
に
出
入

り
し
ま
す
か
ら
、
在
宅
医
療
も
「
密

室
」
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
誰
か
が「
胃
ろ
う
を
す
れ
ば

元
気
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
な

ん
て
言
い
出
し
た
ら
、
そ
れ
を
否
定

す
る
に
は
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

要
し
ま
す
。
医
者
に
と
っ
て
は
、
一
昔

前
な
ら
自
分
の
裁
量
だ
け
で
方
針
決

定
で
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
う
い
っ

た
「
雑
音
」
は
わ
ず
ら
わ
し
く
な
い
と

言
え
ば
嘘
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
開
か
れ
た
」

医
療
と
は

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
複
数
の
医

療
者
が
関
わ
る
が
故
の
「
雑
音
」
は
、

「
開
か
れ
た
」
医
療
の
た
め
に
は
必

要
不
可
欠
で
す
。
た
と
え
ば
、
わ
れ

ら
が
P
D
N
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
相

談
室
」
で
語
ら
れ
る
内
容
な
ど
、
も

し
不
勉
強
な
お
医
者
さ
ん
が
い
た
と

し
た
ら
晴
天
の
霹
靂
、「
な
ん
で
患
者

が
そ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
い
る
ん

だ
！
」と
お
怒
り
に
な
る
ほ
ど
、
ま
さ

し
く「
雑
音
」の
最
た
る
も
の
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

「
開
か
れ
た
」
医
療
と
は
、
あ
と
か

ら
第
三
者
が
見
て
も
十
分
納
得
の
で

き
る
、
客
観
性
の
あ
る
医
療
で
す
。
と

く
に
胃
ろ
う
に
関
わ
る
患
者
さ
ん
た

ち（
将
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
方
た
ち

も
含
み
ま
す
）は
、
し
ば
し
ば
自
分
ひ

と
り
で
は
命
を
つ
な
げ
な
い
方
々
で

す
の
で
、
医
療
の
中
止
は
た
だ
ち
に

死
に
つ
な
が
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
医

療
関
係
の
皆
さ
ん
に
は
大
い
に
周
囲
の

「
雑
音
」
に
耳
を
澄
ま
し
て
、
患
者
さ

ん
の
権
利
を
守
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
の

で
す
。患

者
の
権
利
と
は

い
ま
「
患
者
さ
ん
の
権
利
」
と
言
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
「
患
者
さ
ん
ご
家
族

の
権
利
」
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て

ほ
し
い
の
で
す
。
よ
く
「
胃
ろ
う
を
し

た
ら
家
族
が
感
謝
し
た
」
と
い
う
言

い
方
を
し
ま
す
。
逆
に
「
家
族
の
い
な

い
人
だ
と
わ
か
っ
た
。
感
謝
す
る
人
が

い
な
い
の
に
し
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
」

と
言
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
っ
て
お
か

し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
そ
う
な

ら
、
日
本
と
い
う
国
は
天
涯
孤
独
の

人
は
生
き
て
い
け
な
い
国
だ
と
言
う

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

よ
く「
次
の
世
代
の
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
次

の
世
代
の
た
め
に
自
己
犠
牲
も
や
む

を
得
な
い
と
い
う
言
い
方
を
す
る
人

も
い
ま
す
。
た
し
か
に
、
こ
の
国
は
世

界
で
ま
れ
に
み
る
急
速
な
高
齢
化
社

会
を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
、
ご
周
知
の

通
り
で
す
。
し
か
も
元
気
の
な
い
虚

弱
な
高
齢
者
が
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け

て
い
け
ば
、
医
療
費
を
圧
迫
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
漠
然
と
し
た
不

安
感
か
ら
、
高
齢
者
に
対
す
る
医
療

を
差
し
控
え
よ
う
と
い
う
風
潮
す
ら

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
家
族
に
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と

か
い
な
い
と
か
（
社
会
的
立
場
）
に
と

ら
わ
れ
ず
に
、
ま
た「
集
団
と
し
て
の

高
齢
者
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
ず

に
、
一
個
人
と
し
て
の
患
者
さ
ん
の
権

利
に
思
い
を
は
せ
た
い
の
で
す
。

な
ぜ
医
療
者
は

リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
？

そ
う
す
る
と「
自
己
決
定
」を
重
視

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
く
る
の

は
当
然
で
す
。
昨
年
、厚
生
労
働
省
の

「
二
○
○
二
年
度
終
末
期
医
療
に
関

す
る
調
査
結
果
」
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
生
前
に
文
書
に
よ
っ

て
延
命
治
療
等
に
対
す
る
自
ら
の
意

思
表
示
を
す
る
〝
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
〟

に
つ
い
て
賛
成
と
回
答
し
た
国
民
が

半
数
を
超
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

た
だ
、
私
は
ヘ
ソ
曲
が
り
で
す
か

ら
、
次
の
結
果
に
は
大
変
イ
ヂ
ワ
ル
な

考
え
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
ま
し
た
。

〝
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
〟
賛
成
は
、
一
般
国

民
五
十
九
％
に
対
し
て
医
師
・
看
護

職
員
と
も
に
七
十
五
％
と
多
か
っ
た
と

い
う
の
で
す
が
、
こ
れ
っ
て
高
度
障
害

の
現
実
の
厳
し
さ
を
医
療
関
係
者
は

よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
延
命
治
療
中

止
に
心
が
動
き
や
す
い
か
ら
で
し
ょ
う

か
？
し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
人
の
死
を

看
取
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
は
決

し
て
当
事
者
と
し
て
の
体
験
で
は
な
い

の
で
す
。
医
療
関
係
者
ゆ
え
の
陥
り
や

す
い「
カ
ン
違
い
」だ
と
い
う
の
は
厳
し

過
ぎ
る
意
見
で
し
ょ
う
か
。

せ
め
て
、「
ま
ず
、
生
き
る
こ
と
の

保
障
を
─
尊
厳
死
は
あ
く
ま
で
個
人

の
選
択
で
」。
私
が
役
員
を
し
て
い
る

石
川
県
保
険
医
協
会
の
機
関
紙
・
石

川
保
険
医
新
聞
の
社
説
と
も
い
う
べ

き
「
持
論
」に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
お

目
に
か
け
ま
す
（
図
１
）。
五
年
以
上

前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
せ

ち
辛
い
今
の
世
に
こ
そ
生
き
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

現
代
医
学
の

ト
レ
ン
ド
は
？

か
つ
て
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
発
見
さ
れ

た
時
、
人
類
は
感
染
症
を
克
服
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
手
に
し
ま
し
た
。
そ
の
く

ら
い
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
ど
な
た
で
も
ご
存
じ
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
継
ぐ
の
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
下
げ
る
薬
の
発
見
で
、
私
の
出

身
医
局
・
金
沢
大
学
第
二
内
科
の
馬

渕
宏
教
授
の
論
文
が
世
界
的
な
医
学

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
時
、
後
に
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
タ

イ
ン
博
士
に「
動
脈
硬
化
に
対
す
る
ペ

ニ
シ
リ
ン
」と
評
さ
れ
ま
し
た
。

ペ
ニ
シ
リ
ン
に
代
表
さ
れ
る
抗
生

物
質
な
ど「
特
効
薬
」の
発
見
は
医
学

の
進
歩
そ
の
も
の
と
も
言
え
ま
す
が
、

皮
肉
な
こ
と
に
日
本
の
医
療
に
お
け

る
「
薬
漬
け
」の
構
造
的
な
体
質
と
切

り
離
せ
な
い
こ
と
は
た
び
た
び
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
価
な
抗
生
物
質

は
湯
水
の
よ
う
に
使
う
く
せ
に
、
患

者
さ
ん
の
全
身
状
態
改
善
の
大
元
で

あ
る
栄
養
療
法
に
は
無
関
心
で
あ
っ

た
た
め
、
薬
の
効
か
な
い
耐
性
菌
出

現
の
機
会
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
栄
養
状
態
さ
え
良
く
し
て

お
け
ば
、
自
ず
と
感
染
症
に
対
す
る

抵
抗
力
が
得
ら
れ
た
は
ず
な
の
に
…

こ
の
よ
う
な
反
省
か
ら
、
N
S
T（
栄

養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
と
い
う
考
え

方
が
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

在
宅
医
療
の

「
ペ
ニ
シ
リ
ン
」!?

た
い
へ
ん
逆
説
的
な
言
い
方
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
医

学
の
進
歩
を
代
表
す
る
言
葉
が
「
ペ

ニ
シ
リ
ン
」だ
と
す
れ
ば
、
や
は
り
現

開かれた医療を　　　病院から在宅へ

小
川
医
院
（
金
沢
市
）
院
長
　
小
川
滋
彦

（第9回）

在
宅
医
療
の
現
場
か
ら
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え
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
何
も
胃
ろ
う
栄
養
だ

け
が
栄
養
療
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
胃
ろ
う
栄
養
は
あ
る
意
味

「
強
制
栄
養
」
で
あ
る
が
故
に
、
栄
養

療
法
の
効
果
を
「
極
端
な
」
形
で
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
床
ず
れ
が
良
く
な
る
、

呼
吸
状
態
が
良
く
な
る
、
活
気
が
出

て
く
る
等
々
、
そ
の
効
果
と
い
っ
た
ら

枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
少

な
く
と
も
私
は
胃
ろ
う
を
通
し
て
、

在
宅
医
療
に
お
け
る
栄
養
療
法
の
素

晴
ら
し
さ
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
わ

け
で
す
。

湘
南
セ
ミ
ナ
ー
で

学
ん
だ
こ
と

さ
て
、
そ
う
す
る
と
次
な
る
活
動

に
目
覚
め
ま
す
。「
胃
ろ
う
栄
養
の

効
果
は
わ
か
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の

栄
養
障
害
に
な
る
前
に
何
か
手
立
て

は
な
か
っ
た
の
か
」と
素
朴
に
思
い
ま

し
た
。

ち
ょ
う
ど
先
の
号
に
報
道
記
事

が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
去
る
四
月

十
一
日
藤
沢
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
五
回
湘
南
在
宅
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

「
も
う
一
度
自
分
の
口
で
食
べ
た
い
！

─
胃
瘻
が
あ
っ
て
も
食
べ
ら
れ
る
⁉
」

に
私
も
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。
私
自
身
た
い
へ
ん

勉
強
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
で
も

厚
木
市
の
お
二
人
─
看
護
師
の
小
山

珠
美
さ
ん
と
管
理
栄
養
士
の
江
頭
文

江
さ
ん
の
お
話
に
は
度
肝
を
抜
か
れ

ま
し
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
と
に
か
く
そ
の
発
想
が
「
患
者
さ

ん
中
心
」な
の
で
す
。「
患
者
さ
ん
に
必

要
だ
か
ら
」胃
ろ
う
も
す
る
し
、
口
か

ら
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
精
一
杯
の
工

夫
を
す
る
。
あ
あ
、
医
療
の
原
点
は
こ

こ
に
あ
る
！
と
素
直
に
感
動
し
ま
し

た
。
胃
ろ
う
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
自
分

が
何
だ
か
小
さ
く
思
え
ま
し
た
（
も

ち
ろ
ん
胃
ろ
う
は
使
い
こ
な
し
て
ナ

ン
ボ
で
す
が
）。

い
よ
い
よ

在
宅
N
S
T
！

人
は
な
ぜ
痩
せ
こ
け
て
、
寝
た
き

り
に
な
っ
て
、
床
ず
れ
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
？
入
れ
歯
を
な
く
し
て
、
噛

め
な
く
な
っ
た
か
ら
？
何
か
の
は
ず

み
で
転
ん
で
起
き
ら
れ
な
く
な
っ
た

か
ら
？
そ
れ
と
も
気
持
ち
が
〝
う
つ
〟

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
？
高
齢
で
通

院
困
難
に
な
っ
た
〝
ご
く
普
通
〟
の
患

者
さ
ん
た
ち
の
間
で
、
い
つ
の
ま
に
か

栄
養
障
害
が
進
行
し
て
い
る
。「
体
が

弱
っ
て
い
く
」
そ
の
実
態
は
栄
養
障
害

な
の
で
す
。
痩
せ
て
、
骨
が
突
出
し

て
、
む
せ
や
す
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
、
床
ず
れ
が
で
き
た
り
肺
炎
に

な
っ
て
し
ま
う
。
何
と
か
そ
れ
を
事
前

に
食
い
止
め
た
い
。

歯
が
悪
け
れ
ば
、
歯
科
医
が
往
診

し
て
入
れ
歯
を
治
す
。
飲
み
込
み
が

悪
け
れ
ば
、
言
語
聴
覚
士
が
摂
食
嚥

下
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な

い
、
栄
養
士
が
協
力
し
て
食
べ
や
す

い
食
事
を
工
夫
す
る
。
訪
問
看
護
も

ヘ
ル
パ
ー
も
誰
も
が
皆
ん
な
そ
う
い
っ

た
視
点
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い

ざ
と
な
っ
た
ら
私
に
は
胃
ろ
う
と
い

う
大
き
な「
味
方
」が
あ
る
。

N
S
T
で

真
の
病
診
連
携
を

N
S
T
は
も
と
も
と
病
院
で
発
生

し
た
考
え
方
で
す
。
病
院
内
の
多
職

種
が
「
入
院
患
者
さ
ん
の
栄
養
を
守

る
」
と
い
う
発
想
で
横
の
つ
な
が
り
を

持
と
う
と
す
る
チ
ー
ム
医
療
で
す
。

し
か
し
、
考
え
て
も
み
て
く
だ
さ
い
。

昔
と
違
っ
て
、
一
般
病
院
の
入
院
期

間
は
二
十
日
未
満
、
長
く
て
も
三
ヶ

月
で
す
。
つ
ま
り
病
院
は
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
通
過
点
に
過
ぎ
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
病
院
で
ど
ん
な
に
立
派
な

N
S
T
を
や
っ
た
と
し
て
も
、
退
院

後
に
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
何
の
意
味

も
あ
り
ま
せ
ん
。
在
宅
で
も
施
設
で

も
、
地
域
の
ど
こ
に
居
て
も
、
患
者
さ

ん
に
は
「
自
ら
の
栄
養
が
守
ら
れ
る
」

権
利
が
あ
る
の
で
す
。

私
の
思
い
描
く
「
在
宅
N
S
T
」
と

は
、
地
域
に
お
け
る
多
職
種
の
チ
ー

ム
医
療
で
あ
る
と
共
に
、
病
院
の

N
S
T
と
の
「
共
通
言
語
」
を
持
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、「
病
院
医
療
と
在
宅
医

療
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
を
図
る
も
の

で
す
。
こ
れ
こ
そ
患
者
さ
ん
の
た
め
の

真
の
病
診
連
携
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
ま
さ
に
地
域
で
N
S
T
を
立

ち
上
げ
る
機
運
を
肌
で
感
じ
て
い
る

の
で
す
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
居
て
も
立
っ
て

も
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
地
元
金
沢
で

「
事
を
起
こ
そ
う
」
と
し
て
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
顛
末
は
い
ず
れ
ご
報
告

で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

代
医
学
の
「
ペ
ニ
シ
リ
ン
」
は
栄
養
療

法
で
す
。
栄
養
療
法
の
価
値
に
少
し

で
も
早
く
気
が
つ
い
た
医
療
機
関
が

患
者
さ
ん
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
栄
養
療
法

は
と
り
わ
け「
在
宅
医
療
に
お
け
る
ペ

ニ
シ
リ
ン
」
で
あ
る
と
提
唱
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
ど
も
開

業
医
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
在
宅
医
療

に
は
「
い
か
に
死
を
受
容
し
て
も
ら
う

か
」
と
い
う
選
択
し
か
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
悪
性
疾

患
の
最
期
の
時
を
在
宅
で
過
ご
し
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

終
末
期
医
療
は
在
宅
医
療
の
も
う
ひ

と
つ
の
柱
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
抗

生
物
質
の
な
い
時
代
に
肺
炎
に
罹
っ

た
ら
、
じ
っ
と
死
を
待
つ
し
か
な
か
っ

た
よ
う
に
、
栄
養
療
法
の
考
え
方
が

な
か
っ
た
時
代
に
は
、
在
宅
医
療
は

常
に
死
と
隣
り
合
わ
せ
だ
っ
た
と
い

開かれた医療を　　　病院から在宅へ

図1.  石川保険医新聞1998年12月15日号より
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栄
養
剤
選
択
の
現
状

─
根
拠
は
な
ん
で
す
か
？ 

最
近
で
は
、
治
療
を
目
的
と
し
た
病

態
別
経
腸
栄
養
剤
も
上
市
さ
れ
、
現

在
日
本
で
市
販
さ
れ
て
い
る
経
腸
栄
養

剤
の
数
は
、
食
品
、
医
薬
品
を
含
め
、

1
0
0
種
を
超
え
て
い
る
の
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
多
く
の
経
腸
栄
養
剤

の
中
か
ら
、
個
々
の
患
者
さ
ん
に
最
も

適
し
た
栄
養
剤
を
選
ぶ
こ
と
は
至
難
の

技
で
あ
り
、
何
を
基
準
に
選
ん
だ
ら
良

い
の
か
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
栄
養
剤

を
は
じ
め
、
経
腸
栄
養
法
に
対
す
る
患

者
情
報
が
一
元
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

転
院
や
転
所
前
に
投
与
さ
れ
て
い
た
栄

養
剤
の
投
与
目
的
や
そ
の
栄
養
組
成
を

把
握
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
う
ち
の
病
院
で
、
○
×
△
と
い
う

栄
養
剤
に
代
わ
る
も
の
は
何
？
」
と
、
ド

ク
タ
ー
か
ら
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
栄
養
剤

の
選
択
基
準
は
、
値
段
が
安
い
か
ら
？
い

つ
も
こ
れ
だ
か
ら
？
病
態
が
そ
れ
だ
か

ら
？
保
険
が
利
く
か
ら
？
経
口
で
あ
れ

ば
飲
み
や
す
い
か
ら
？
･
･
･
と
言
っ

た
具
合
に
さ
ま
ざ
ま
で
、
投
与
目
的
が

不
明
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
、患
者
さ
ん
や
施
設
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
栄
養
剤
を
効
率
よ
く
取
捨
選

択
す
る
に
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
栄
養

剤
が
存
在
し
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
用
途

で
投
与
で
き
る
の
か
、
ま
た
価
格
や
保
険

の
適
・
不
適
な
ど
、
栄
養
剤
の
特
長
を

把
握
し
た
上
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん

に
適
し
た
栄
養
素
量
、
組
成
、
容
量
お

よ
び
妥
当
な
価
格
か
ど
う
か
を
評
価
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

施
設
に
お
け
る
経
腸
栄
養
剤
の
採
用

で
は
、
ま
ず
標
準
的
な
栄
養
剤
を
決
定

し
、
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
必
要
に
応

じ
て
、
高
濃
度
経
腸
栄
養
剤
、
病
態
別

経
腸
栄
養
剤
を
ど
こ
ま
で
用
意
す
る
の

か
決
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
病
態

別
経
腸
栄
養
剤
の
採
用
時
に
は
、
各
施

設
で
対
象
者
を
分
類
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
経
腸
栄
養
法

が
適
応
と
な
る
対
象
者
の

目
的
を
「
維
持
」に
主
眼
を

お
く
の
か
、「
治
療
」
に
主

眼
を
お
く
の
か
に
大
別
し
、

積
極
的
な
栄
養
療
法
を
必

要
と
す
る
患
者
さ
ん
の
病

態
を
分
類
し
ま
す
。
病
態

別
栄
養
剤
の
使
用
は
、
標

準
的
な
栄
養
剤
や
高
濃
度

な
栄
養
剤
を
用
い
て
も
栄

養
管
理
が
不
可
能
で
あ
る

と
同
時
に
、
少
な
い
リ
ス
ク

で
明
ら
か
な
メ
リ
ッ
ト
が

期
待
で
き
る
場
合
に
用
い

る
こ
と
を
原
則
と
考
え
て

い
ま
す
。

個
々
の
患
者
さ
ん
に
対

す
る
栄
養
剤
選
択
の
コ
ツ

は
、
は
じ
め
に
必
要
な
カ
ロ

リ
ー
を
設
定
し
、
つ
ぎ
にC

al/N

比
か

ら
タ
ン
パ
ク
質
量
を
求
め
、
水
分
量
を

決
定
し
ま
す
。
そ
し
て
病
態
に
応
じ
た

炭
水
化
物
と
脂
質
の
投
与
エ
ネ
ル
ギ
ー

比
、
微
量
栄
養
素
、
容
量
、
そ
れ
ら
の
投

与
速
度
と
分
割
回
数
、
開
始
時
で
あ
れ

ば
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
栄
養
処
方

の
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
す（
表
1
）。
そ
の
プ

その1

そ
の
経
腸
栄
養
剤
、

ど
う
し
て
選
ん
だ
の
？

名
古
屋
経
済
大
学
臨
床
栄
養
セ
ン
タ
ー
　
早
川
　
麻
理
子

久
留
米
大
学
医
学
部
小
児
外
科
　
　
　
　
田
中
　
芳
明
　

●投与カロリー（Harris-Benedict Equation）
 1) 基礎消費エネルギー量　BEE（kcal/day）　
  男性：66.5+13.8 ×体重 kg+5 ×身長 cm − 6.8 ×年齢
  女性：655.1+9.6 ×体重 kg+1.9 ×身長 cm − 4.7 ×年齢　　
 2) 必要エネルギー量　TEE （kcal/day） ＝ BEE ×（1 ＋ AF ＋ SF）
  活動係数 AF: Activity factor 寝たきり 0 〜 0.1 
  ストレス係数 SF: Stress factor 37℃を１℃超える毎に 0.13*
　
●投与タンパク質量（g）＝ TEE ÷（Cal/N 比）× 6.25
●糖質 / 脂質（エネルギー）の割合
 ｴﾈﾙｷﾞｰ（%）＝ ｛TEE （kcal/day）− Protein（g）× 4｝÷ TEE ×
100
 糖質（g）＝ TEE （kcal/day）×糖質（%）÷ 4

表1. 栄養管理のポイント
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ラ
ン
に
合
っ
た
製
品
を
選
択
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
2
種
類
以
上
を
組
み
合
わ
せ
た

り
、
投
与
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
慮
し
ま

す
。悩

ん
だ
時
の
一
覧
表

こ
こ
で
、
日
本
の
市
場
に
あ
る
経
腸

栄
養
剤
を
臨
床
的
に
選
択
す
る
た
め

のdecision tree

と
し
て
作
成
し

た
「EN

-M
ap

（
経
腸
栄
養
剤
一
覧
）」

（
表
2
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
質
栄
養
素
に
基
づ
い
た
標
準
的

な
半
消
化
態
栄
養
剤
お
よ
び
高
濃
度

栄
養
剤
の
分
類
と
病
態
別
栄
養
剤
を

1
枚
の
シ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
目
標
投
与
容
量
（
水
分

量
）
と
目
標
投
与
カ
ロ
リ
ー
の
比
か
ら
、

濃
度
を
決
定
し
ま
す
。一
方
、
タ
ン
パ
ク

質
、
炭
水
化
物
、
脂
質
の
制
限
が
必
要

な
病
態
に
対
し
、
標
準
的
お
よ
び
高
濃

度
の
栄
養
組
成
で
対
応
で
き
る
の
か
を

検
討
し
ま
す
。
縦
軸
に
炭
水
化
物
の
含

有
量
、
横
軸
に
タ
ン
パ
ク
質
の
含
有
量

を
示
し
て
あ
り
、
下
へ
行
く
ほ
ど
炭
水

化
物
の
含
有
量
が
高
く
、
右
へ
行
く
ほ

ど
タ
ン
パ
ク
質
の
含
有
量
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
糖
尿
病
で
低

タ
ン
パ
ク
血
症
を
併
存
し
、
軟
便
状
態

で
あ
る
が
病
態
が
あ
る
程
度
安
定
し
て

い
る
患
者
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
B

―
4
の
ラ
イ
フ
ロ
ン
６
を
選
択
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難

な
場
合
は
、
病
態
別
栄
養
剤
の
糖
尿
病

用
を
病
態
に
合
わ
せ
て
投
与
し
ま
す
。

斜
体
で
示
し
た
の
が
医
薬
品
な
の

で
、
栄
養
組
成
が
適
当
で
あ
れ
ば
、

外
来
処
方
在
宅
で
使
用
す
る
場
合
に

保
険
適
用
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
知
る

(標
準
型
・
高
濃
度
・
病
態
別
)

1 

標
準
的
栄
養
剤

標
準
的
な
栄
養
剤
は
、
長
期
投

与
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
２
０
０
４
年
4
月
ま
で
に
発
売

さ
れ
た
標
準
的
な
経
腸
栄
養
剤
84
種

を1500kcal

投
与
し
た
場
合
の
ビ

タ
ミ
ン
，
ミ
ネ
ラ
ル
の
含
有
量
と
食

事
摂
取
基
準
値
（nutrient-based 

dietary reference intakes : 
D

R
Is

）最
低
基
準（
70
歳
以
上
の
女
性
）

と
を
比
較
し
た
結
果
、
１
０
０
％
充

足
で
き
る
も
の
は
１
つ
も
存
在
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
標
準
的
な

経
腸
栄
養
剤
を
投
与
す
る
場
合
に
微

量
栄
養
素
ま
で
考
慮
す
る
際
に
は
，
例

え
ば
ビ
オ
チ
ン
の
み
充
足
で
き
な
い
ラ

イ
フ
ロ
ン
６
と
ヨ
ウ
素
の
み
充
足
で
き

な
い
リ
カ
バ
リ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｙ
を
用
い
る
な

ど
、
2
種
以
上
の
標
準
的
な
経
腸
栄
養

剤
を
組
み
合
わ
せ
た
方
が
安
全
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
近
で
は
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が8

0
0

kcal

で
1
日
の

所
要
量
を
ほ
ぼ
充
足
で
き
る
サ
ン
エ
ッ

ト
─Ｓ
Ａ
が
発
売
に
な
り
ま
し
た
が
、

N
on P

rotein Cal/N

比
89
（
％
Ｅ

タ
ン
パ
ク
質
22
％
）と
高
タ
ン
パ
ク
で
や

や
カ
リ
ウ
ム
は
低
め
で
す
。
こ
の
よ
う

に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
充
足
で
き

て
も
カ
リ
ウ
ム
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
低
め

の
栄
養
剤
も
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な

栄
養
剤
を
使
用
す
る
場
合
で
も
、
長
期

投
与
で
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
長
期
的
に

投
与
す
る
栄
養
剤
の
選
択
は
、
少
な
く

と
も1

0
0

0

〜1
5

0
0

kcal

で
、
ビ
タ

ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
がD

R
Is

を
充
足
で
き

る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

2 

高
濃
度
栄
養
剤

高
濃
度
経
腸
栄
養
剤
は
，
炭
水
化

物
含
量
が
55
％
以
下
で
微
量
栄
養
素

の
組
成
が
良
く
、
経
口
併
用
の1.5

─

1.6kcal/m
L

と2.0kcal/m
L

を
1

種
ず
つ
揃
え
て
お
く
こ
と
は
，
カ
ロ
リ
ー

ア
ッ
プ
や
水
分
制
限
時
に
有
益
で
す
。

3 

病
態
別
栄
養
剤

病
態
別
栄
養
剤（
表
3
）は
、
目
的

に
応
じ
た
栄
養
組
成
に
し
て
あ
る
た

め
、
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
栄
養
組
成
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
当
然
と
言
え

ま
す
。
そ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
対
し
、

各
栄
養
素
の
過
不
足
の
不
満
を
言
う

の
で
は
な
く
、
も
っ
と
も
効
果
的
な
基

本
と
な
る
栄
養
剤
を
選
択
し
、
追
加

処
方
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
足
す
こ
と
は
可
能
で
も
、

取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
処
方
設
計
を
行
う

こ
と
が
、
本
当
に
意
味
の
あ
る
病
態

別
の
栄
養
療
法
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
病
態
別
栄
養
剤
投
与
の
適
応

は
、
病
名
で
は
な
く
、
病
態
を
把
握

し
た
上
で
選
択
す
る
た
め
、
栄
養
障

害
の
因
子
を
同
定
す
る
た
め
に
、
十

分
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

4 

経
口
用
栄
養
剤

経
口
用
栄
養
剤
の
主
な
投
与
目
的

は
、
経
口
摂
取
の
み
で
は
目
標
栄
養

量
が
充
足
で
き
な
い
時
に
、
少
量
で

カ
ロ
リ
ー
や
タ
ン
パ
ク
質
を
補
い
た
い

と
い
う
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

5 

サ
プ
リ
メ
ン
ト
用
栄
養
剤

脱
水
症
予
防
や
軽
度
な
脱
水
症
改
善

を
目
的
に
、
O
S
─1
、
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ

ト
、
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
テ
ビ
ア
な
ど
を

経
腸
（
経
口
）
補
液
栄
養
剤
と
し
て
用
い

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
、
微
量
元
素
の
補
強
に

は
、
ブ
イ
ク
レ
ス
α
、
テ
ゾ
ン
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
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◆
次
号
で
は
病
態
別
栄
養
剤
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
疾
患
を
と
り
あ
げ
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
Ｐ
Ｄ
Ｎ
編
集
部
）
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は
じ
め
に

今
で
は
成
人
を
中
心
に
日
本
で
も

広
く
行
わ
れ
て
い
る
P
E
G
で
す
が
、

も
と
も
と
は
、
大
人
に
比
べ
て
小
さ

く
弱
い
小
児
に
対
し
て
、
出
来
る
限

り
簡
単
に
、
体
に
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
な
や
さ
し
い
方
法
で
胃
瘻
を
造

る
た
め
に
、
小
児
外
科
医
に
よ
っ
て
考

案
さ
れ
た
手
技
で
し
た
。

そ
の
後
は
、
小
児
に
適
切
な
器
具
が

少
な
い
、
小
児
専
門
の
内
視
鏡
医
が
少

な
い
、
鎮
静
・
麻
酔
の
必
要
性
な
ど
、

小
児
特
有
の
問
題
に
よ
り
、
小
児
に
対

す
る
P
E
G
は
成
人
ほ
ど
十
分
に
普

及
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
小
児
に
対
す
る
胃
瘻
そ

し
て
P
E
G
に
つ
い
て
、解
説
し
ま
す
。

な
ぜ
胃
瘻
を
造
る
の
か

「
胃
瘻
」と「
P
E
G
」の
二
つ
の
言
葉

が
出
て
き
ま
す
が
、
胃
瘻
と
は
、
胃
に

直
接
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
入
れ
て
栄
養
を

行
う
方
法
で
あ
り
、
P
E
G
と
は
経
皮

内
視
鏡
的
胃
瘻
造
設
術
と
い
い
、
内
視

鏡
を
使
っ
て
胃
瘻
を
造
る
こ
と
を
指
し

て
い
ま
す
。

小
児
の
P
E
G
は
、
成
人
と
ほ
ぼ
同

じ
く
、
経
口
摂
取
が
困
難
、
長
期
の
経

管
栄
養（
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
の
栄
養
）を
必

要
と
す
る
、
と
い
う
子
供
た
ち
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

小
児
に
特
有
の
疾
患
は
、
脳
性
麻
痺

や
精
神
発
育
遅
延
な
ど
の
重
症
の
中

枢
神
経
障
害
、
先
天
性
の
神
経
・
筋
疾

患
な
ど
で
す
。
ま
れ
に
、
慢
性
偽
性
腸

閉
塞
症
、
難
治
性
下
痢
、
短
腸
症
候
群

な
ど
の
消
化
管
の
重
症
な
病
気
が
対
象

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
ど
も
た
ち
に
対
し
て

は
、
お
母
様
方
が
頑
張
っ
て
、
時
間
を

か
け
て
少
し
ず
つ
食
事
を
与
え
て
い
る

か
、
鼻
か
ら
細
い
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
て

そ
こ
か
ら
栄
養
剤
を
与
え
て
い
る
場
合

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

口
か
ら
食
事
を
と
る
、
と
い
う
こ
と
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と

時
間
・
手
間
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
、

味
わ
う
、と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、「
食

べ
る
・
飲
み
込
む
」
と
い
う
刺
激
や
動
作

が
、
病
気
の
進
行
を
や
わ
ら
げ
た
り
、
よ

り
生
理
的
な
状
態
を
維
持
し
た
り
す
る

の
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
い
っ
た
疾
患
の
子
供

た
ち
は
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
も
う

ま
く
飲
み
込
め
な
か
っ
た
り
、
む
せ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
の

結
果
、
栄
養
障
害
を
来
た
し
、
風
邪
な

ど
の
感
染
に
対
す
る
体
の
抵
抗
力
が
低

下
し
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
む
せ
る
、

す
な
わ
ち
口
の
中
の
も
の
が
気
管
や
肺

に
誤
っ
て
入
る
こ
と（
誤
嚥
）に
よ
り
、
肺

炎
な
ど
の
呼
吸
器
感
染
を
来
た
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
重
症
化
し
、
危
険

な
状
態
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
を
続
け
る
の
は
大
切
な

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
口
か
ら
食
べ
る
だ

け
で
十
分
に
栄
養
を
与
え
る
こ
と
が
出

来
な
い
と
き
は
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
も

チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
栄
養
剤
の
投
与
（
経
腸

栄
養
）を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

経
腸
栄
養
で
は
、
鼻
か
ら
チ
ュ
ー
ブ

を
胃
に
入
れ
て
、
そ
の
チ
ュ
ー
ブ
か
ら

栄
養
剤
を
注
入
す
る
場
合
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
簡
単
で
、
ど
こ
で
も
で
き
て
、

手
術
な
ど
の
処
置
を
必
要
と
せ
ず
に
す

み
ま
す
。
こ
の
方
法
で
も
、
栄
養
を
与

え
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。
短
期
間
で
す

む
な
ら
、
有
効
な
栄
養
投
与
経
路
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
長
期
間
に
な
る
と
、

ず
っ
と
鼻
か
ら
咽
頭
に
チ
ュ
ー
ブ
を
入

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
刺
激
で
鼻
汁
や

唾
液
な
ど
の
分
泌
物
が
増
え
て
、
そ
れ

が
喘
鳴
（
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
う
こ
と
）、
誤
嚥

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
顔
に
チ
ュ
ー
ブ
を
ず
っ
と
テ
ー
プ

で
貼
り
付
け
ら
れ
る
の
も
う
っ
と
う
し

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、
チ
ュ
ー
ブ

を
入
れ
換
え
る
と
き
の
鼻
へ
の
刺
激
は

つ
ら
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
確
認
さ
え

す
れ
ば
滅
多
に
は
起
こ
ら
な
い
の
で
す

が
、
チ
ュ
ー
ブ
を
胃
に
入
れ
た
つ
も
り
が

気
管
の
中
に
入
っ
て
お
り
、
肺
に
栄
養

剤
を
注
入
し
て
し
ま
い
、
呼
吸
が
出
来

な
く
な
っ
て
危
険
な
状
況
に
陥
る
、
と

い
う
事
故
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
胃
瘻
で
す
。
胃
瘻
は
鼻
や

咽
頭
を
通
ら
ず
、
お
な
か
か
ら
胃
に
直

接
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、

鼻
や
咽
頭
に
刺
激
が
あ
り
ま
せ
ん
。
顔

に
も
何
も
貼
ら
な
い
の
で
す
っ
き
り
し

ま
す
。
服
を
着
れ
ば
外
か
ら
は
全
く
見

え
ま
せ
ん
。

チ
ュ
ー
ブ
の
交
換
も
容
易
で
す
。
鼻

か
ら
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
換
え
る
よ
り
は

る
か
に
簡
単
で
、
何
よ
り
も
子
供
た
ち

に
ほ
と
ん
ど
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と

な
く
入
れ
換
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

痛
み
も
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
胃
瘻
が
あ
っ
て

も
、
き
ち
ん
と
ふ
た
を
し
て
い
れ
ば
漏

れ
た
り
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
病
状
が

許
す
限
り
は
口
か
ら
食
事
を
と
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
P
E
G
は
介
護
者

の
世
話
が
楽
に
な
る
、
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
子
供
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
を
減

ら
す
た
め
に
も
、
有
効
な
栄
養
投
与
手

段
だ
と
思
い
ま
す
。

全
身
麻
酔
が
必
要
な
わ
け

も
と
も
と
P
E
G
は
全
身
麻
酔
も

な
し
で
簡
単
に
胃
瘻
造
設
で
き
る
、

と
い
う
の
が
利
点
で
し
た
。
し
か
し
、

小
児
で
は
、
検
査
に
対
す
る
本
人
の

理
解
や
協
力
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
麻
酔
や
眠
り
薬
な
し
で
は
、

胃
内
視
鏡
を
行
う
こ
と
さ
え
危
険
な

場
合
も
多
い
で
す
。
不
意
の
体
動
な

ど
が
起
こ
る
と
む
し
ろ
危
険
だ
と
思

い
ま
す
。

特
に
、
重
度
の
中
枢
神
経
障
害
を

有
す
る
お
子
様
で
は
、側
彎
が
強
か
っ

た
り
、
筋
肉
の
緊
張
も
強
い
場
合
が

多
く
、
内
視
鏡
を
入
れ
る
と
い
う
刺

激
だ
け
で
口
腔
内
の
分
泌
物
が
増
加

し
た
り
、
筋
緊
張
や
痙
攣
が
お
こ
り
、

呼
吸
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
小
さ
な
、
あ
る
い
は
重

度
の
中
枢
神
経
障
害
が
あ
る
子
供
た

ち
で
は
、
や
は
り
、
全
身
麻
酔
下
に

行
う
方
が
安
全
だ
と
思
い
ま
す
。
何

よ
り
も
、
麻
酔
を
か
け
て
行
う
と
い

う
こ
と
は
、
本
人
の
痛
み
、
負
担
な
ど

も
遙
か
に
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
麻
酔
に
よ
る
危
険
も

全
く
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
麻
酔
の
危
険
性
は
、
無
理
矢
理

に
麻
酔
な
し
で
P
E
G
を
行
う
こ
と

に
よ
る
危
険
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
い

と
思
い
ま
す
。

造
設
に
は
細
心
の

注
意
を
払
っ
て

P
E
G
の
施
行
方
法
は
ほ
ぼ
成
人

と
同
様
で
す
。
た
だ
、
小
児
は
体
が

小
さ
く
、
お
な
か
の
壁
も
薄
く
て
柔

ら
か
い
の
で
、
い
く
つ
か
注
意
す
べ
き

点
が
あ
り
ま
す
。

①
胃
と
腹
壁
が
は
ず
れ
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
と
固
定
す
る

②
カ
テ
ー
テ
ル
は
体
格
に
合
わ
せ
て

成
人
よ
り
も
小
さ
い
も
の
を
選
ぶ

③
の
ど
を
痛
め
な
い
よ
う
に
、
お
腹

か
ら
直
接
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ
る
イ

ン
ト
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
法
を
選
択
す
る

こ
と
も
あ
る
。（
口
か
ら
入
れ
る
方
法

も
あ
る
）　

た
だ
し
、
側
彎
が
強
い
お
子
様
や
、

お
腹
に
常
に
ガ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
場

合
、
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
胃

内
容
物
の
食
道
へ
の
逆
流
が
強
い
場

合
は
、
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、
十
分
に
検
査

を
し
た
後
、
他
の
方
法
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｇ
の
合
併
症
は
成
人
と
同
じ

で
す
。
た
だ
、
中
枢
神
経
障
害
を
有

す
る
子
供
た
ち
は
、
腸
管
の
動
き
が

悪
く
、
ガ
ス
な
ど
で
拡
張
し
て
い
る

場
合
が
多
く
、
胃
の
上
に
大
腸
な
ど

が
重
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
で
す
。

そ
の
際
、
誤
っ
て
腸
に
穴
を
開
け
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
我
々
小
児

外
科
医
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
も
十

分
に
想
定
し
、
P
E
G
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
施
設
で
P
E
G
は
無

理
だ
、
と
い
わ
れ
た
方
も
、
小
児
外
科

な
ど
小
児
専
門
の
医
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
P
E
G
の
他
に
も
、
体
に

優
し
い
方
法
で
胃
瘻
を
作
る
方
法
は

あ
り
ま
す
。
P
E
G
を
行
う
の
が
危

険
な
場
合
は
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、
開

腹
手
術
や
腹
腔
鏡
手
術
な
ど
に
よ
り

胃
瘻
を
造
設
し
ま
す
。
安
全
に
、
確
実

に
行
う
こ
と
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

成長のためには十分な栄養が必要

お
な
か
の
口
か
ら

子
供
た
ち
に
十
分
な
栄
養
を
！

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

小
児
外
科　

曺　

英
樹

小児の PEG
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胃
食
道
逆
流
症

通
常
、
わ
れ
わ
れ
の
食
道
、
胃
は
、

噴
門
の
機
能
に
よ
り
、
食
道
か
ら
胃

へ
の
方
向
し
か
食
べ
た
も
の
は
流
れ

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

能
が
破
綻
し
、
胃
か
ら
食
道
に
も
の

が
逆
流
す
る
こ
と
を
胃
食
道
逆
流
症

（G
astro

eso
p

h
ageal reflu

x 
disease : G

ER
D

）と
い
い
ま
す
。

G
E
R
D
に
な
る
と
、
嘔
吐
が
お

こ
り
ま
す
。
嘔
吐
が
お
き
な
く
て
も
、

食
道
に
胃
液
が
逆
流
す
る
だ
け
で
逆

流
性
食
道
炎
と
い
う
病
気
を
引
き
起

こ
し
、
胸
や
け
、
痛
み
、
重
症
に
な

る
と
吐
血
や
食
道
の
狭
窄
を
来
し
ま

す
。
ま
た
、
逆
流
に
よ
り
唾
液
な
ど

が
増
え
た
り
、
い
っ
た
ん
咽
頭
ま
で
あ

が
っ
た
胃
液
や
食
べ
た
も
の
が
肺
に

入
る
と
誤
嚥
性
肺
炎
と
い
っ
て
、
重
症

の
肺
炎
を
来
し
ま
す
。

特
に
、
脳
性
麻
痺
な
ど
の
重
度
の

中
枢
神
経
障
害
を
伴
う
子
供
た
ち

は
、
G
E
R
D
を
伴
う
場
合
が
多
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
胃
に
も
の
を
入
れ
た
り
す
る
と
、

ゼ
コ
ゼ
コ
と
呼
吸
症
状
を
起
こ
し
た

り
、
肺
炎
を
繰
り
返
し
た
り
し
ま

す
。
時
に
は
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
G
E
R
D
を

伴
っ
て
い
る
子
供
た
ち
に
P
E
G
を

行
う
と
、
G
E
R
D
が
増
悪
す
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
P
E
G
と

G
E
R
D
の
因
果
関
係
は
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
に

は
、
中
枢
神
経
の
障
害
を
有
す
る
子

供
た
ち
に
P
E
G
を
行
う
際
は
、
必

ず
G
E
R
D
の
検
査
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

G
E
R
D
を
伴
わ
な
く
て
も
、
胃

瘻
を
造
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
G
E
R
D

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
十
分

に
主
治
医
の
先
生
と
相
談
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

我
々
は
十
分
に
検
査
を
し
、
ご
両
親

に
十
分
説
明
し
、
納
得
し
て
い
た
だ
い

た
上
で
内
視
鏡
下
や
そ
の
他
の
方
法
で

胃
瘻
を
造
り
、
場
合
に
よ
り
逆
流
防
止

術
を
同
時
に
行
い
ま
す
。こ
れ
は
、
胃
を

食
道
に
巻
き
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆

流
を
防
止
す
る
手
術
で
す
。

近
年
で
は
、
腹
腔
鏡
と
い
う
、
体

に
優
し
い
手
術
が
普
及
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
腹
腔
鏡
下
の
噴
門
形
成
術

と
P
E
G
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
安
全
に
胃
内
に
栄
養
剤
を
注
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

造
設
後
の
管
理

胃
瘻
を
作
っ
た
後
の
状
態
が
気
に

な
る
お
母
様
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

「
お
腹
に
穴
を
開
け
る
」
こ
れ
だ
け
で

大
変
な
こ
と
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
胃
瘻
の
管
理
は
そ
う

大
変
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

胃
瘻
が
完
成
す
れ
ば
、
消
毒
な
ど

も
不
要
で
す
。
お
風
呂
も
そ
の
ま
ま

入
っ
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
弱

酸
性
の
せ
っ
け
ん
な
ど
で
き
れ
い
に

洗
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

心
配
な
の
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
が
抜

け
て
し
ま
っ
た
場
合
で
す
。
い
っ
た
ん

抜
け
て
し
ま
う
と
、
す
ぐ
に
瘻
孔
が

ふ
さ
が
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
に

無
理
に
ま
た
入
れ
よ
う
と
す
る
と
、

胃
と
腹
壁
の
間
に
誤
挿
入
さ
れ
て
腹

膜
炎
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
万
が
一
抜
け
て
し
ま
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
、
た
だ

し
、
入
り
に
く
い
時
は
無
理
せ
ず
に
、

病
院
に
連
絡
し
、
医
師
の
指
示
を
受

け
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
小
児
の
繊
細
な
皮
膚
で
は
、

胃
の
内
容
が
漏
れ
て
、
胃
瘻
の
周
り

が
あ
れ
た
り
（
瘻
孔
周
囲
炎
）、
肉
芽

と
い
う
も
の
が
で
き
て
出
血
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
い
て
い
は
、
細
や

か
に
手
入
れ
を
し
た
り
、
胃
瘻
か
ら

栄
養
が
十
分
行
き
わ
た
る
と
共
に
治

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
肉
芽
も

出
血
し
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
い
て
か
ま
わ
な
い
場
合
が
多
い
よ

う
で
す
。

ご
く
ま
れ
に
、
非
常
に
頑
固
な
炎

症
や
肉
芽
が
で
き
て
、
瘻
孔
が
広
が
っ

て
胃
の
中
の
も
の
が
漏
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
い
っ

た
ん
胃
瘻
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
人
一
人
に
あ
っ
た

カ
テ
ー
テ
ル
の
選
択
を

カ
テ
ー
テ
ル
に
は
胃
の
中
に
入
る
部

分
の
形
状
で
分
け
る
と
、
バ
ン
パ
ー
型

と
バ
ル
ン
型
が
あ
り
ま
す
。
市
販
さ
れ

て
い
る
バ
ン
パ
ー
型
で
は
、
交
換
に
内

視
鏡
を
必
要
と
す
る
も
の
や
、
サ
イ
ズ

が
大
き
く
て
小
児
の
繊
細
な
お
腹
に

は
適
さ
な
い
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

バ
ル
ン
型
は
交
換
に
ス
ト
レ
ス
が

な
く
、
子
供
に
も
適
し
た
小
さ
な
サ

イ
ズ
が
あ
り
、
使
い
や
す
い
と
思
い
ま

す
（
図
１
）。
た
だ
し
、
抜
け
や
す
い

と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

乳
児
な
ど
の
小
さ
な
お
子
様
や
カ

テ
ー
テ
ル
を
入
れ
換
え
る
と
き
の
ス

ト
レ
ス
を
避
け
た
い
場
合
に
は
細
い

栄
養
チ
ュ
ー
ブ
を
直
接
胃
瘻
か
ら
挿

入
し
、
絆
創
膏
で
固
定
す
る
方
法
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
こ
の

方
法
も
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
、
安
全

で
、
お
母
様
方
に
も
簡
単
に
入
れ
換

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
人
の
負

担
も
バ
ル
ン
型
同
様
、
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
胃
瘻
専
用

カ
テ
ー
テ
ル
を
使
っ
て
い
る
ご
家
庭
に

も
、
万
が
一
抜
け
た
と
き
の
緊
急
対

策
と
し
て
こ
の
方
法
が
自
宅
で
出
来

る
よ
う
に
、
ご
指
導
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

胃
瘻
が
不
要
に
な
っ
た
ら

で
は
、
胃
瘻
が
い
ら
な
く
な
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
簡
単
で
す
。
抜

い
て
お
け
ば
ほ
ぼ
自
然
に
ふ
さ
が
り

ま
す
。
そ
の
た
め
の
手
術
が
必
要
に

な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

言
い
換
え
れ
ば
、
一
度
胃
瘻
を
造
っ
て

も
、
や
っ
ぱ
り
不
満
だ
、
口
か
ら
食
べ

さ
せ
る
の
で
十
分
だ
、
と
思
え
ば
、
簡

単
に
塞
い
で
し
ま
う
こ
と
が
出
来
る
、

と
言
う
こ
と
で
す
。

実
際
に
、
胃
瘻
を
造
っ
て
十
分
な

栄
養
を
補
給
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
病
状
や
全
身
状
態
が
改
善
し
、

口
か
ら
十
分
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

も
、
簡
単
に
抜
い
て
塞
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
す
。（
注
：
ご
く
ま
れ
に
、
小
さ

な
手
術
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
）。　

お
わ
り
に

小
児
の
胃
瘻
造
設
や
逆
流
防
止
手

術
を
施
行
す
る
中
で
感
じ
る
の
で
す

が
、
ご
両
親
、
特
に
お
母
様
が
お
子

さ
ん
の
お
世
話
の
中
心
と
な
っ
て
が

ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
介
護
に
は
労
力
を
惜
し
ま
ず
、

た
と
え
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
を
し
て
、
口
か
ら
も
の
を

食
べ
さ
せ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ

の
情
熱
と
愛
情
に
は
頭
が
下
が
る
思

い
で
す
。

た
だ
、
症
状
の
進
行
と
と
も
に
十

分
な
食
事
摂
取
が
で
き
な
く
な
り
、

栄
養
障
害
を
来
し
て
し
ま
っ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分

が
管
理
し
や
す
く
な
る
た
め
だ
け

に
、
子
供
の
体
に
処
置
を
加
え
る
こ

と
に
強
い
抵
抗
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

お
母
様
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
そ

れ
は
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
口
か
ら
食
事
を
摂
る
、
と
い
う
こ

と
を
大
切
に
し
て
お
ら
れ
。
胃
瘻
を

造
る
こ
と
で
経
口
摂
取
で
き
な
く
な

る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
方
も
多
い

よ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
出
来
る
か
ぎ
り
口
か

ら
も
の
を
食
べ
て
、
出
来
る
限
り
お
子

さ
ん
に
傷
を
つ
け
ず
に
す
ま
せ
る
、
と

い
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
た
だ
、

そ
れ
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
栄
養
障

害
が
進
行
し
た
り
、
肺
炎
を
繰
り
返

し
た
り
と
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
よ
く

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
現
実

に
は
少
な
く
な
い
の
で
す
。

P
E
G
・
胃
瘻
と
言
わ
れ
る
と

抵
抗
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
実

際
に
選
択
さ
れ
た
お
母
様
方
か
ら
は

「
栄
養
が
十
分
に
い
き
わ
た
っ
て
顔

色
が
よ
く
な
っ
た
」「
風
邪
を
ひ
き
に

く
く
な
っ
た
」「
元
気
が
出
て
き
て
、

か
え
っ
て
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」、
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

胃
瘻
は
そ
れ
ほ
ど
本
人
に
ス
ト
レ

ス
を
か
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

P
E
G
を
行
っ
た
と
し
て
も
経
口
摂

取
は
症
状
に
応
じ
て
十
分
に
可
能
で

す
。
口
か
ら
食
事
が
摂
る
の
が
困
難

に
な
っ
て
き
た
ら
、
一
度
、
胃
瘻
に
つ

い
て
専
門
家
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

図2. 瘻孔完成後10Fr.の栄養チューブに交換したケース（11ヵ月 男児）

図1. バルン型カテーテル
 左：挿入・抜去時の固定水を抜いた状態
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深
沢
先
生
。

現
在
、
山
梨
県
民
医
連
で
は
巨
摩

共
立
病
院
を
含
む
3
病
院
・
8
診
療

所
･
7
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ

し
て
歯
科
セ
ン
タ
ー
を
擁
し
、
都
市

部
、
僻
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
医
療
･
福
祉
の
実

践
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

巨
摩
共
立
病
院
は
山
梨
県
民
主
医

療
機
関
連
合
会
（
民
医
連
）に
参
加
す

る
医
療
機
関
と
し
て
、
1
9
6
5
年

9
月
に
開
設
さ
れ
た
。合
併
以
前
よ
り

こ
の
地
域
の
救
急
医
療
を
支
え
て
き

た
が
、
介
護
保
険
施
行
の
2
0
0
0

年
を
機
に
、
1
5
3
床
の
病
棟
の
一
部

（
47
床
）
を
療
養
型
病
床
に
転
換
し

た
。
当
時
、
90
歳
代
の
超
高
齢
入
院
患

者
は
全
体
の
入
院
患
者
の
7
〜
8
％

を
占
め
て
い
た
が
、
近
年
で
は
、
10
％

に
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
当
院
は
こ
の
地
域
で
の
救
急
患
者
の

多
く
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
、
地
域

医
療
の
実
態
は
外
来
や
救
急
病
棟
に
反

映
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

病
棟
の
中
で
の
患
者
さ
ん
の
年
齢
の
推

移
を
見
て
い
る
と
、
医
療
の
需
要
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

ま
す
。
高
齢
者
の
急
性
期
医
療
へ
の
ニ
ー

ズ（
診
療
科
の
充
実
、
病
院
間
の
連
携
な

ど
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、
退
院
後

の
在
宅
や
施
設
で
の
生
活
を
支
え
る
た

め
、
介
護
分
野
を
重
視
し
た
高
齢
者
医

療
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

自
宅
に
戻
る
患
者
さ
ん
の
た
め
の

福
祉
部
門
と
の
調
整
や
、
地
域
の
開

業
医
・
特
養
･
老
健
な
ど
と
の
連
携

強
化
を
働
き
か
け
て
き
た
の
で
、
こ
の

地
域
で
は
胃
瘻
患
者
さ
ん
の
施
設
利

用
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い
ま
す
」
と

1
9
9
3
年
、
巨
摩
共
立
病
院
に

異
動
し
て
こ
ら
れ
た
深
沢
先
生
の
目

に
映
っ
た
も
の
は
、
経
管
栄
養
＝
経
鼻

チ
ュ
ー
ブ
と
い
う
現
実
。
以
前
、
筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
口
か
ら
食
べ
ら
れ
な

く
な
っ
た
小
児
に
P
E
G
を
施
行
し

た
経
験
か
ら
、
経
鼻
チ
ュ
ー
ブ
ゆ
え
の

ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
点
を
解
決
で
き
る
の

で
は
と
、
1
9
9
5
年
か
ら
P
E
G

を
導
入
し
た
。

胃
瘻
が
ま
だ
ご
く
限
ら
れ
た
人
に
し

か
施
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
、
脳
血

管
障
害
や
痴
呆
、
肺
炎
な
ど
の
疾
患
に

対
し
て
胃
瘻
を
造
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
、
と
い
う
議
論
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
実

際
、
導
入
初
年
度
の
P
E
G
施
行
者
は

13
名
。
経
鼻
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
胃
瘻
に
変
更

し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
の
13
名（
あ
る
い
は
そ
の
家
族
）を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
わ

ず
ら
わ
し
い
顔
面
の
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
解

放
さ
れ
、
患

者
を
外
に
連

れ
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
」

「
介
護
者
の

負
担
が
非
常

に
軽
く
な
っ

た
」「
入
浴

が
不
安
な
く

で
き
る
」
な

ど
、
メ
リ
ッ

ト
を
あ
げ
た

回
答
が
多

か
っ
た
と
い

う
。

社
団
法
人
山
梨
勤
労
者
医
療
協
会　

巨
摩
共
立
病
院

副
院
長　

深
沢
眞
吾
先
生

『
使
え
る
胃
瘻
』
は
造
設
時
期
の
検
討
と

　
　
造
設
後
の
受
け
入
れ
整
備

わたしのまちの病院
9医

療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ胃

瘻
で
経
鼻
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
解
放

P
E
G
を
施
行
し
た
本
人
や
介
護

す
る
家
族
か
ら
評
価
さ
れ
た
胃
瘻
で

あ
れ
ば
、
施
行
数
を
増
や
し
、
胃
瘻
の

メ
リ
ッ
ト
を
世
の
中
に
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
安
易
な
造
設
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
し
、
造
る
以
上
は
使
え
る

胃
瘻
で
あ
り
た
い
。

そ
こ
で
同
院
で
は
、
P
E
G
導
入
初

期
の
ま
と
め
と
し
て
、
症
例
の
分
析
を

行
い
、
そ
の
適
応
や
施
行
の
時
期
に
つ

い
て
の
議
論
を
重
ね
、
在
宅
復
帰
率
、

造
設
予
後
な
ど
に
つ
い
て
の
ま
と
め
を

発
表
し
た（
図
1
）。

「
栄
養
状
態
が
落
ち
て
い
る
と
、
胃

ろ
う
を
造
っ
て
も
回
復
が
遅
い
で
す

ね
。
積
極
的
に
栄
養
評
価
を
行
い
、
必

要
あ
り
と
判
断
さ
れ
た
ら
早
め
に
導

入
を
し
た
方
が
、
結
果
的
に
は
術
後
の

ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
全
身
状
態
の
回

復
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

た
と
え
ば
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
救
急
で

運
ば
れ
て
き
た
方
が
い
た
と
し
ま
す
。

昨
日
ま
で
普
通
に
食
事
を
さ
れ
て
い

た
方
で
す
か
ら
、
胃
腸
は
使
え
る
わ
け

で
す
。
意
識
状
態
が
悪
け
れ
ば
食
事

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
一

時
的
に
は
中
心
静
脈
栄
養
や
経
鼻
栄

養
で
栄
養
管
理
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
栄
養
状

態
を
低
下
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
な
の
で

す
。
緊
急
入
院
か
ら

1
ヶ
月
以
内
に
現
疾

患
が
落
ち
着
き
、
栄

養
状
態
や
胃
瘻
の
適

応
が
評
価
・
判
断
さ

れ
、
胃
瘻
を
作
ら
れ

た
方
は
、
造
設
後
の

状
態
も
い
い
で
す
ね
。

し
か
し
、
入
院
し

た
時
点
で
す
で
に
低

使
え
る
胃
瘻
を
造
ろ
う
！

栄
養
状
態
の
方
や
、誤
嚥
を
繰
り
返
し

て
い
て
十
分
な
栄
養
量
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
方
な
ど
、
栄
養
状
態
が
悪
い

状
況
で
造
る
胃
ろ
う
と
い
う
の
は
、
な

か
な
か
良
い
結
果
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
長
期
の
静
脈
栄
養
で
栄
養
状
態

は
保
た
れ
て
い
て
も
腸
管
の
機
能
が
衰

え
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
は
、
や
は
り
経

腸
栄
養
に
切
り
替
え
る
段
階
で
苦
労

し
ま
す
。（
図
２
）。」

栄
養
評
価
の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
よ
く
使
わ
れ
る
の
が
造
設
時
の
ア

ル
ブ
ミ
ン
値
で
あ
る
。
一
般
に
ア
ル
ブ

ミ
ン
値
が
低
け
れ
ば
、
低
栄
養
状
態
で

平
成
の
大
合
併
で
２
０
０
３
年
4
月
１
日
に
4
町
2
村
が
合
併
し
て
生
ま
れ
た
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
。
今
回
訪
れ

た
巨
摩
共
立
病
院
は
、
合
併
以
前
よ
り
こ
の
地
域
を
主
な
診
療
圏
と
し
、
救
急
医
療
や
高
齢
者
医
療
を
担
っ
て
き
た
中

核
病
院
で
あ
る
。

１
９
９
５
年
よ
り
導
入
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ｇ
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
か
、
同
院
副
院
長

で
、
こ
の
ほ
ど
発
足
し
た
山
梨
胃
ろ
う
研
究
会
代
表
世
話
人
の
お
一
人
で
も
あ
る
深
沢
眞
吾
先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
。
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不明
経口摂取
経鼻胃管
末梢静脈栄養
中心静脈栄養

1
2

8

2
1

予後不良
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1
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9

3

1
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12

2

7

4 その他
肺炎
脳出血
脳梗塞

■ 1995 年 9 月より 1999 年 3 月までに当院で
施行された PEG82 例について調査した。

■ 導入疾患は脳血管障害と肺炎が多かった。
■ PEG 後 6 ヶ月生存率は 70％であり、平均生

存期間は 12.8 ヶ月であった。
■ 在宅復帰率は 62％であった。
■ PEG 後合併症は肺炎が多く、今後の PEG 施行

において、重要な因子であると考えられる。

図1. PEG導入初期の調査結果（2002年9月）

■24ヶ月以上生存　14例
　平均年齢：80.57歳
　平均生存期間：33.28ヶ月
　造設時Alb平均値：3.1g/dL

■6ヶ月未満死亡　26例
　平均年齢：81.32歳
　平均生存期間：1.76ヶ月
　造設時Alb平均値：2.38g/
dL

図２. PEG導入前栄養法図３. PEG予後良好例と不良例の比較
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図
1
で
あ
げ
た
対
象
患
者
の
在
宅

復
帰
率
は
62
％
と
高
く
、
現
在
も
こ

の
数
字
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

と
い
う
。

発
表
当
時
の
62
％
の
中
に
は
も
と

も
と
経
鼻
栄
養
を
在
宅
で
行
っ
て
お

り
、
胃
瘻
造
設
後
、
ま
た
自
宅
に
帰

ら
れ
た
方
も
含
む
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
ま
ま
在
宅
で
の
生
活
が
継
続
さ

れ
て
い
る
上
に
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
も
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
胃
瘻

は
在
宅
栄
養
管
理
も
含
め
た
Q
O
L

の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

一
方
、
造
設
・
退
院
後
の
定
期
的

な
診
察
は
、
外
来
受
診
で
き
な
い
場

合
は
訪
問
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
が
、
誰
が
在
宅
の
か
か
り
つ
け
医

を
引
き
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
、、
胃
瘻
を
造
っ
た
事
が

ネ
ッ
ク
と
な
る（
前
号
の
東
京
都
新
宿

造
設
・
退
院
後
の

安
心
な
生
活
の
た
め
に

区
の
ケ
ー
ス
を
参
照
）
こ
と
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

「
こ
の
病
院
の
特
徴
と
し
て
は
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
早
く
か
ら

あ
っ
て
、
在
宅
に
も
非
常
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
私
も
含
め
6

人
の
医
師
が
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
木
曜
日
以
外
は
こ
の
6
人
が

手
分
け
し
て
、
必
要
に
応
じ
た
回
数
、

患
者
さ
ん
の
お
宅
へ
出
か
け
て
行
き

ま
す
。

今
年
の
3
月
の
数
字
で
す
が
、
訪

問
対
象
患
者
さ
ん
は
88
名
、
そ
の
中

で
胃
ろ
う
の
方
は
10
名
で
す
。
救
急

で
運
ば
れ
て
緊
急
入
院
し
て
か
ら
、

胃
瘻
造
設
、
病
棟
で
の
診
察
、
退
院

後
は
在
宅
や
施
設
を
訪
問
し
て
原
疾

患
や
胃
瘻
を
管
理
、
と
い
う
流
れ
の

中
で
、
患
者
さ
ん
の
生
活
環
境
も
含

め
、
総
合
的
に
か
か
わ
り
医
療
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。」

「
退
院
後
の
在
宅
以
外
の
療
養
の
場

と
し
て
は
、
施
設
や
当
院
以
外
の
病

院
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
院

の
診
療
圏
内
に
あ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
老
健
施
設
な
ど
の
６
つ
の

施
設
は
、
現
在
す
べ
て
が
胃
瘻
造
設

施
設
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
ち

ら
へ
も
訪
問
診
療
に
出
か
け
ま
す
。

勿
論
、
は
じ
め
は
施
設
の
ス
タ
ッ
フ

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た

か
ら
、
私
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
責
任
者
が
全
施
設
を
回
り
ま
し

た
。
施
設
の
責
任
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
懇

談
会
を
も
っ
て
患
者
さ
ん
の
療
養
の

場
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
調
整
す
る
と
共
に
、
胃
瘻
そ
の
も
の

の
ケ
ア
の
方
法
に
つ
い
て
も
お
話
し
て

き
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
病
院
サ
イ
ド

と
し
て
は
、
退
院
後
の
患
者
さ
ん
の
生

活
の
場
と
な
る
施
設
の
実
情
も
知
り

た
か
っ
た
し
、
施
設
が
か
か
え
て
い
る

問
題
点
を
把
握
し
、
病
院
と
施
設
と

の
関
係
を
風
通
し
よ
く
し
た
上
で
受

け
入
れ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
。

胃
瘻
に
つ
い
て
の
講
演
会
だ
け
で

は
な
く
、
嚥
下
機
能
を
評
価
す
る

S
T
や
入
院
中
担
当
し
て
い
た
ド
ク

タ
ー
も
、
誤
嚥
予
防
の
た
め
の
食
べ
さ

せ
方
や
食
事
の
内
容
を
、
施
設
ス
タ
ッ

フ
と
い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
お
互
い
が
交
流
を
持
つ
こ
と
で

胃
瘻
へ
の
理
解
と
受
け
入
れ
が
築
か

れ
た
と
い
え
ま
す
。

今
で
は
胃
瘻
に
つ
い
て
の
認
識
だ

け
で
は
な
く
、
食
べ
る
こ
と
そ
の
も
の

の
問
題
の
中
に
胃
瘻
が
あ
る
、
と
い

う
理
解
が
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
の
間
で

も
非
常
に
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
す

ぐ
当
院
の
内
視
鏡
室
に
連
絡
を
、
と

言
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
う
し
て

胃
瘻
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
も
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、

初
歩
的
な
質
問
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。

今
は
、
他
の
医
療
機
関
で
胃
瘻
を

造
っ
て
き
た
利
用
者
が
い
る
と
、「
診

に
来
て
ほ
し
い
」
と
い
わ
れ
た
り
、
交

換
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
合
せ

が
あ
っ
た
り
。
当
院
は
胃
瘻
造
設
だ

け
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
に
住
む
胃

瘻
患
者
さ
ん
全
て
の
相
談
に
の
っ
て
く

れ
る
病
院
、
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。」

深
沢
先
生
を
中
心
と
し
た
訪
問

チ
ー
ム
は
、
院
内
で
は
使
え
る
胃
瘻

を
造
り
、
院
外
で
も
造
設
後
の
管
理

に
責
任
を
も
つ
。
継
続
的
な
訪
問
診

療
の
中
で
、
胃
瘻
そ
の
も
の
の
ケ
ア
だ

深
沢
先
生
が
代
表
世
話
人
を
務
め
ら

れ
て
い
る
山
梨
胃
ろ
う
研
究
会
は
、
地

域
や
職
種
に
よ
る
胃
瘻
の
認
識
・
胃
瘻

造
設
者
の
受
け
入
れ
格
差
を
な
く
そ
う

と
発
足
さ
れ
た
。
現
在
、〈
胃
瘻
か
ら
の

栄
養
投
与
は
医
療
行
為
〉
と
い
う
法
制

上
の
規
制
と
の
か
ね
あ
い
で
、
施
設
の
職

員
数
か
ら
引
き
受
け
ら
れ
る
胃
瘻
造
設

者
の
人
数
が
お
の
ず
と
決
ま
っ
て
し
ま
う

た
め
、
○
名
以
上
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
、
と
い
う
状
況
も
出
て
き
て
い
る
と
い

う
。
そ
れ
だ
け
胃
瘻
造
設
者
が
増
加
し
、

医
療
や
福
祉
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
受

け
皿
の
整
備
は
早
急
に
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

「
15
年
前
く
ら
い
前
か
ら
年
に
1
回
、

病
院
主
催
で
地
域
の
開
業
医
の
先
生
た

ち
と
の
懇
親
会
を
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
場
で
胃
瘻
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
中
に
は
「
胃
に
穴
を
あ

け
て
ま
で
…
」
と
い
う
先
生
も
や
は
り
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
開
業

医
の
先
生
も
胃
瘻
の
患
者
さ
ん
を
引
き

受
け
る
こ
と
が
増
え
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

も
っ
と
地
域
の
先
生
に
胃
瘻
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
日
、
郡
医
師
会
の
会
長
さ
ん
に
も

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
互
い
に

名
前
と
顔
の
分
か
る
関
係
と
し
て
、
信

頼
関
係
を
築
い
て
病
診
連
携
、
病
病
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
、
患
者
さ
ん
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
こ
の
地
に
住

み
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
そ
う
い
う
仕

組
み
の
中
で
医
療
が
負
う
役
割
は
と
て

も
大
事
で
す
。
し
か
し
、
地
域
か
ら
病
院

を
眺
め
て
み
る
と
、
病
院
の
中
だ
け
で
で

き
る
こ
と
と
い
う
の
は
、
本
当
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
医
療
の
シ
ス
テ

ム
に
し
て
も
、
街
づ
く
り
の
運
動
も
含
め

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
取
り
組
む
、
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。」と
深
沢
先
生
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
院
内

に
お
け
る
胃
瘻
ケ
ア
の
標
準
化
。
胃
瘻

の
管
理
･
ケ
ア
に
詳
し
い
ス
タ
ッ
フ
が
い

て
も
、
異
動
に
よ
っ
て
い
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
。
ま

た
、
百
戦
錬
磨
の
ベ
テ
ラ
ン
に
な
っ
て
く

る
と
、
個
々
の
特
別
な
ケ
ー
ス
に
も
正

し
く
対
応
で
き
る
専
門
的
な
力
が
身
に

つ
く
。
し
か
し
そ
れ
は
、
初
め
て
胃
瘻
を

知
っ
た
新
人
ス
タ
ッ
フ
の
基
礎
的
な
基
準

と
は
な
り
得
な
い
。

そ
こ
で
、
来
年
の
P
E
G
導
入
10
年

を
節
目
と
し
、
も
う
一
度
見
直
し
を
行
い

院
内
の
統
一
を
図
る
こ
と
を
、
深
沢
先
生

は
計
画
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
施
設
職
員

や
開
業
医
と
い
っ
た
外
堀
を
見
事
に
埋

め
て
き
た
だ
け
に
、
内
堀
の
基
礎
固
め

は
尚
の
こ
と
力
が
入
る
よ
う
だ
。

（
2
0
0
4
年
7
月　

岡
崎
）

院
内
か
ら
の
発
信
と
院
内
へ
の
発
信

け
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、

あ
る
い
は
地
域
が
抱
え
て
い
る
問
題

に
も
向
き
合
い
、
そ
の
解
決
の
た
め

に
奔
走
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

結
果
、「
胃
瘻
は
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
中

の
一
部
、
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の

環
境
の
一
つ
」
と
い
う
意
識
が
地
域
全

体
に
定
着
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

あ
る
と
判
断
さ
れ
、
栄
養
管
理
が
必

要
と
さ
れ
る
。

深
沢
先
生
ら
は
予
後
良
好
例
と
不

良
例
の
比
較（
図
３
）か
ら
、
造
設
時
の

ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
2
・
55
ｇ
／
㎗
を

下
回
ら
な
い
よ
う
、
栄
養
管
理
に
務
め

て
い
る
そ
う
だ
。

「
造
る
か
ら
に
は
良
い
胃
瘻
、
使
え

る
胃
瘻
に
し
た
い
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
造
る
前
の
段
階
で
、
栄
養
状
態
や

造
る
時
期
を
慎
重
か
つ
迅
速
に
検
討

す
べ
き
な
ん
で
す
ね
。
同
じ
脳
血
管
障

害
で
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
も
、
ど

の
程
度
胃
腸
が
使
わ
れ
て
き
た
か
な

ど
、
個
々
に
そ
の
中
身
は
も
の
す
ご
く

違
う
の
で
、
そ
の
と
こ
ろ
を
も
う
少
し

見
極
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

巨摩共立病院
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チューブ型もよく使用していますが、この太さ
はめったなことでは詰まりません（お酢の使用
を併用すればなおさらです）。詰まっても比較的
安心して入れ換えできます。当方ではバルンの
蒸留水は 1 週間毎に確認交換し、チューブ本体
は 1 ヶ月毎の交換を目安としています。

さて、バルン型胃瘻の交換は「安全で痛くな
い」と言うイメージが定着しつつあるようです
が、ここに思わぬ落とし穴があります。当院で
近年紹介されてくる瘻孔損傷、腹膜炎のほとん
どは、バルン型胃瘻の交換時のものです。この
理由は二つ考えられます。

一つはバルン型は交換期間が短いため、交換
時の事故発生率がバンパー型より少ないにしろ
交換の総回数が増えてしまい、その結果、事故
発生数は多くなると言うこと。

もう一つは、以前おサル先生もご指摘になっ
たと思いますが、バンパー型の交換が比較的経
験豊富な術者が慎重に行うことが多いのに比べ
て、バルン型は胃瘻についてあまり明るくない
医師でも手軽にベッドサイドや自宅で出来てし
まうために（このことは利点でもあるのですが）
正しく挿入されたかどうかの確認を曖昧にしが
ちであると言うことです。

だからといってせっかく在宅で往診を受けて
いる患者さんを入れ換えの度に毎月病院につれ
てきて内視鏡や造影で確認するのでは、何のた
めの在宅医療かわからないですよね。つまり何
が言いたいのかと言うと、「バルン型なら安全」
という思い込みこそが事故をまねきかねないと
言うことです。交換時は製品のタイプに関わら
ず慎重をきすことが大切です。

誰の判断でカテーテル変更を？
From：魔子

今回このような問題提起をしたのは理由があり
ます。現在デイケアで関わっている方 ( パーキン
ソン氏病による嚥下困難でほぼ寝たきりの状態 )
が、鼻腔チューブによる経管栄養から、バンパー・
ボタン型胃瘻になりました。4 ヵ月後、造設病院
での交換で、バルン・ボタン型になりました。

家族も訪問看護の方もこれまで胃瘻の管理を
丁寧にされていて、ボタンにも何の問題もなか
ったですし、瘻孔もきれいで、100 点満点をあ
げたいぐらいの管理をされていました。だから、
なんで今の時期に家族や主治医がバルン型への
交換を希望したのだろう？と思っていたところ、
家族はボタンの種類が変わったことは、何も説
明を受けていなかったのです。当然、バルンの
蒸留水の交換や管理のこともご存知なく、戸惑
っておられました。

訪問看護には連絡がいっているかと確認した
ところ、看護師さんも交換から戻ってこられて
初めてバルン型に変わったのを知ったとの事で
した。蒸留水の管理のことはおぼろげには知っ
ているようでしたが、交換の仕方や頻度なども
ご存知でなく、指示書をもらっている往診医も
同じレベルと聞いて、在宅ではバルン型という
のが一般的になってきているのだろうか…と思
い、問題提起をさせていただいたのです。皆さ
んの意見を頂いて、バルン型・バンパー型どち
らも一長一短で苦労されているのがとてもよく
解りました。貴重なご意見、ありがとうござい
ました。

私はバンパー型に軍配　From：おサル先生

平成の一休さんの交換の度の痛みや苦しみも承
知の上で書きます。病院からやっとの思いで退院
した患者さんにとって、最初の１週間や２週間で
カテーテルが抜ける度に救急車を呼んだり、夜中
に何回も医者や看護師を呼び出したりしていては、
在宅医療に対して、あるいは胃ろうに対して不安
感・不信感を抱かざるをえなくなってしまいます。
まず、それは回避するべきではないでしょうか。

次に、私の知る一般のお医者さんたちは、バ
ルン型であるということも知らずに診ている方
たちがほとんどでした。そんなお医者さんたち
に、バルン型なら管理できるはずだと期待する
のはちょっと難しいように感じております。

そういう意味で、交換方法に難はありますが、
私はバンパー型に軍配を上げます。約半年ごと
の交換は胃ろうに自信のある医師（あるいは造
設医）に責任を持ってやってもらうのが、現状
ではベストだと考えています。

メーカーさん、お願い！　From：nisse

私は造設時はバンパー型、次回交換時にはバ
ルン型をお願いしております。なぜならやはりバ
ンパー型は交換時に痛みを伴うからです。患者さ
んの家族が、あまりのすざまじさに泣いてました。

カテーテルは、交換に痛みを伴わず、管理し
やすく価格も安くして欲しいと切に願います。

私は医者ですが医者ほど痛がる例を紹介します
From：itaiitai

地方の医者です。医者としての経歴も長く、
胃瘻造設患者でもあります。数年前、胃瘻造設
するときにバンパー型を選択し、1 年後に交換
しました。確かに交換する時間は 5 分程度で終
わりましたが、その痛さ・苦痛は言葉では語り
尽くせないほどの激痛で失神しそうでした。患
者には負担の重いものであることを訴えます。

1 日も早く痛くないバンパー型カテーテルが
承認されることを祈る次第です。

2004年改訂版「胃ろう手帳」より

カテーテルの選択にあたって、
どのメリットを優先し、それによ
るデメリットをどう補っていくのか。各タイプの特徴を
知った上での正しい管理法を徹底させるには、どうし
たらよいのか。これらの問題を解決するためにも、現
場の声をメーカーや行政関係者に届けましょう！更
なるご意見をお待ちしています。(PDN編集部)

寸言

登録医療機関へのお願い　〜「ＰＤＮ通信」定期購読について〜
ＰＤＮは、胃ろうと栄養の公正な情報提供を行う特定非営利活動法人です。
ＰＤＮの運営は、「ＰＤＮ通信」、「胃ろう手帳」、「ホームページ」その他各種出版の事業収益によって支えられております。
現在、登録医療機関各位には、「ＰＤＮ通信」の年間定期購読をお願いし、ＰＤＮの運営をご支援頂いております。
定期購読料は別記のとおり、送付部数により3種類が設定されております。何卒、ご高配賜りたく、宜しくお願い
申し上げます。

◆「ＰＤＮ通信」は購読料をお選びいただけます。
	 配布部数　　５部×４回　年間購読料　２０００円
	 配布部数　１０部×４回　年間購読料　４０００円
	 配布部数　２０部×４回　年間購読料　７０００円

（消費税、送料を含みます。）　

◆一般の方もご購読頂けます。
	 配布部数　1部×４回　年間購読料　１４００円

（消費税、送料を含みます。）

◆お申込・お問い合わせは事務局まで・・・
　　TEL：03-6228-3611　　FAX：03-6228-3730
◆ホームページからもお申し込みいただけます。

http://www.peg.or.jp/
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在宅での PEG の管理について　From：魔子

在宅での PEG の管理は、バルン型とバンパー
型、どちらが適していると思われますか ?　

私は、バルン型は交換に痛みが伴わないとい
う利点より、自然抜去というリスクの方が勝っ
てしまうように思い、在宅では、バンパー型が
適しているように思います。

ボクだったらバルン型…かなぁ？　From：太朗 

在宅での PEG の管理におけるバルン型とバン
パー型の選択ですが、その適否に関しては患者
さんを取り巻く環境によると思います。ボクの
今まで従事した医療施設では、バンパー型は専
ら医師の仕事ですが、バルン型に関しては訪問
看護師がその業務に携わる事例もありました。

ちなみにボクですが自分の往診患者さんと自
分の出入りする老人保健施設ではバンパー型を、
胃瘻造設目的でチョクチョクお邪魔する病院で
は胃瘻管理に明るいこともあり、バルン型を選
択しています。

ボクがＰＥＧの適応になったら、可能ならバ
ルン型をおねがいしたいかな？

 

一長一短で迷います　 From：めーぐ

私は訪問看護師ですが、バルン型で困るのは
薬剤の注入だと思います。水が入る道がある分
内径が細くなるので、この点ではバルン型は不
利ですよね。

でも、交換が簡単で苦痛が少ない利点は捨て
がたいです。在宅を始めて３年ですが痴呆の方
でも自己抜去の経験はありません。もしあって
もバルン型ならナースが緊急処置出来ますし。

交換による経済的負担も考慮　 From：もっち

訪問看護師のもっちです。バルン型・バンパー
型両方の経験があり、私が関わっている患者さん・
ご家族のお話です。バルン型は確かに交換時痛く
なくて良いのですが、交換が頻回になるため、コ
ストがかかり、経済的に負担だそうです。

また、抜けるのではという心配がいつも頭の
中にあり、精神的な負担もあるそうです。

困って迷って教えてください　 From：beach5 

今はバンパー・ボタン型を使用しております
が、使用しているうちに逆流防止弁が働かなく
なります。メーカーさんに問い合わせると「経
口摂取等でどうしても弁に物が付着するから働

きが悪くなる。メーカーとしては４ケ月を一応
の目安にしている」との回答でした。しかし、
今使用しているのは 2 ケ月持ちませんでした。

平成の一休さんのお話ではバンパーの引き抜
き等で瘻孔が傷ついてその都度かなり難儀され
ているように聞き及んでおります。その点では
バルンの方が良いかなと思っております。

バルンだと腹部の出っ張りがボタンと比較にな
らないのと、シャフトに水路がある為に詰まりや
すいとのことですが、24Fr でもその危惧はあるの
でしょうか。また、バルン水の交換頻度、バルン
型カテーテルの交換期間等ご教示頂けませんか。

バルン型は安全？？　From：みっくん

まず beach5 先生へ。当院では 24Fr バルン・

No.982  在宅管理に適するのは、バルン型？バンパー型？
Webセミナー❽

毎日さまざまな立場の方からの書き込みでにぎわっている談話
室ですが、カテーテルにまつわる話題も多く見受けられます。バン
パー・バルン、ボタン･チューブの組み合わせで、カテーテルのタイ
プは4種類。交換時にタイプを変更することもありますが、それは何
故、誰のための変更なのでしょうか？

医療者が「良かれ」と思って変更したとしても、患者さん･ご家族が
望まない変更だったり、正しい管理法の指導がなされなかったりす
れば、「良くない」変更にもなりかねません。
タイプ別カテーテルの特徴と選択理由について、ご一緒に考えて
みましょう。

痛みの少なさか、抜けにくさか？
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我
が
家
に
帰
っ
て
き
た

お
父
さ
ん

右
上
下
肢
機
能
全
廃
、
第
一
級
身

体
障
害
者
、
介
護
保
険
「
要
介
護
５
」

の
父
で
し
た
が
、
念
願
が
叶
っ
て
平
成

十
年
六
月
よ
り
在
宅
介
護
が
始
ま
り

ま
し
た
。
訪
問
入
浴
、
訪
問
看
護
や
在

宅
主
治
医
の
往
診
、
更
に
硬
縮
予
防
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
。
摘
便
か
ら
自
分
で
力
ん

で
便
を
出
す
ま
で
に
体
力
も
回
復
し

ま
し
た
。
退
院
祝
い
に
買
っ
た
大
画
面

の
テ
レ
ビ
も
、
自
分
で
リ
モ
コ
ン
操
作

が
出
来
る
ま
で
に
な
り
、
大
好
き
な
時

代
劇
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ゆ
え
に

な
お
さ
ら
母
は
父
に
、
三
社
祭
の
ビ
デ

オ
を
見
せ
た
か
っ
た
の
で
す
。

平
成
十
五
年
三
月
、
父
勇
造
は
狭

心
症
の
た
め
七
十
六
歳
で
旅
立
ち
ま

し
た
。
丸
六
年
間
の
在
宅
介
護
で
一

度
も
床
ず
れ
を
作
ら
ず
、
医
師
か
ら

褒
め
ら
れ
た
こ
と
は
母
の
自
慢
で
す
。

会
社
か
ら
帰
っ
た
姉
と
私
に
、
音
の

無
い
声
で
話
し
聞
か
せ
て
い
た
父
は
、

今
、
家
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
微
笑

ん
で
い
る
と
母
は
言
い
ま
す
。

「
お
父
さ
ん
、
ず
っ
と
一
緒
だ
も
の
ね
」

「
三
社
祭
、
見
せ
て
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
わ
ね
」こ
れ
が
八
年
間
父
を
介

護
し
た
母
が
洩
ら
し
た
一
言
で
す
。

三
社
祭
の
ビ
デ
オ
を
注
文
し
、
お
神

輿
好
き
の
父
に
見
せ
る
予
定
で
し
た

が
そ
れ
が
叶
わ
ず
、
母
に
は
心
残
り

な
の
で
す
。

お
父
さ
ん
が
倒
れ
た
！

父
勇
造
は
平
成
八
年
十
月
、
散
歩

の
途
中
に
脳
出
血
で
倒
れ
、
す
ぐ
に

救
急
病
院
へ
搬
送
。一
命
は
と
り
止
め

た
も
の
の
、
気
管
切
開
、
吸
痰
、
経
鼻

胃
管
栄
養
と
い
う
重
度
の
障
害
を
負

う
こ
と
に
。
母
と
姉
妹
三
人
で
支
え

た
五
九
〇
日
間
の
苦
難
の
病
院
生
活

と
六
年
間
の
思
い
出
深
い
在
宅
介
護

の
始
ま
り
で
し
た
。

術
後
合
術
症
の
肺
梗
塞
も
癒

え
、
五
ヵ
月
後
の
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
頃
で
す
。
声
を
失
い
、
鼻
か
ら

栄
養
を
摂
る
父
は
、
経
鼻
管
の
苦
痛

か
ら
逃
れ
る
た
め
、
や
っ
と
動
く
左
手

で
、
多
い
と
き
は
日
に
五
回
も
チ
ュ
ー

ブ
を
抜
き
ま
し
た
。
そ
の
度
に
泣
き

な
が
ら
動
か
な
い
体
を
懸
命
に
使
い
、

嫌
悪
と
拒
絶
を
示
す
父
を
、
看
護
婦

さ
ん
と
一
緒
に
押
さ
え
て
管
を
挿
入

す
る
の
で
す
。
ま
た
面
会
中
は
手
の

拘
束
を
外
す
許
可
を
得
ま
し
た
が
、

面
会
時
間
の
終
り
に
は
、
家
族
の
私

た
ち
が
父
の
手
を
拘
束
し
て
帰
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
私
た
ち
が
恐
れ

て
い
た
、
病
院
か
ら
の
転
院
勧
告
が
。

慢
性
期
に
入
っ
た
父
は
、
救
急
病
院

に
は
置
い
て
も
ら
え
ず
、
あ
て
の
な
い

私
た
ち
に
、
病
院
は
二
ヵ
所
の
老
人

病
院
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
つ
目
の
病
院
は
六
十
九
歳
の
父

は
若
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
断
ら

れ
、
二
つ
目
の
病
院
は
、
気
管
切
開

は
重
症
病
室
扱
い
と
な
る
た
め
、
入

院
の
順
番
待
ち
で
し
た
。
通
院
距
離

も
私
た
ち
が
毎
日
通
う
に
は
無
理
で

し
た
。

結
局
、
自
力
で
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ

が
可
能
な
病
院
を
探
す
し
か
な
く
、

会
社
を
休
ん
で
一
日
中
、
姉
が
購
入

し
た
本
を
頼
り
に
何
十
箇
所
も
の
病

院
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
運
良
く

母
の
か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
で
、
都
内

で
二
十
床
程
の
小
さ
な
病
院
が
見
つ

か
り
、
藁
を
も
掴
む
思
い
で
転
院
し

ま
し
た
。

胃
瘻
と
の
出
会
い

─
迷
っ
て
は
い
ら
れ
な
い

し
か
し
そ
の
頃
の
父
は
高
熱
と
吐

下
血
を
発
症
。「
こ
の
ま
ま
で
は
父
が

死
ん
で
し
ま
う
！
」
こ
ん
な
切
羽
詰

ま
っ
た
私
た
ち
に
光
が
射
し
た
の
は
、

平
成
九
年
七
月
二
十
八
日
付
、
読
売

新
聞
の
医
療
情
報
欄
に
掲
載
さ
れ
た

『
胃
に〝
口
〟作
り
栄
養
補
給
』と
い
う

胃
瘻
（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
の
記
事
で
し
た
。
早

速
、
院
長
先
生
に
こ
の
こ
と
を
話
し

ま
し
た
が
、
返
っ
て
き
た
言
葉
は
「
そ

ん
な
医
療
は
知
ら
な
い
。
胃
に
よ
く

な
い
」
と
否
定
の
一
点
張
り
で
し
た
。

そ
れ
で
も
私
た
ち
は
諦
め
ず
、「
記
事

に
あ
る
益
子
病
院
へ
行
っ
て
み
よ
う
」

と
、
三
人
で
直
接
病
院
を
尋
ね
ま
し

た
。「
今
い
る
病
院
で
は
確
実
に
父
は

死
ん
で
し
ま
う
！
」
口
に
は
し
な
い
も

の
の
、
私
た
ち
に
は
も
う
時
間
が
無

か
っ
た
の
で
す
。
間
髪
を
入
れ
ず
に
益

子
病
院
へ
転
院
。
最
後
の
望
み
を
託

し
ま
し
た
。

『
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
』
と
い
う

言
葉
を
最
近
耳
に
し
ま
す
。
私
た
ち

に
と
っ
て
、
こ
の
新
聞
記
事
こ
そ
が
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
で
し
た
。
記
事
に

賭
け
た
私
た
ち
の
決
断
が
、
結
果
と

し
て
父
の
解
放
と
幸
せ
へ
繋
が
り
ま

し
た
。

倒
れ
て
か
ら
一
年
後
の
平
成
九
年

十
月
、
胃
瘻（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）手
術
は
転
院

当
日
、
鈴
木
裕
医
師
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
十
分
程
度
の
簡
単
な
手

術
で
し
た
。
数
十
分
は
要
す
る
と
思
っ

て
い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
も
驚
き
で
し

た
。一
年
ぶ
り
に
管
の
と
れ
た
父
の
顔

は
、
穏
や
か
で
別
人
の
よ
う
で
し
た
。

あ
の
時
の
感
激
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

在
宅
介
護
の

実
現
に
向
け
て

そ
れ
に
し
て
も
医
療
の
選
択
が
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
人
の
運
命
を
左
右
す

る
も
の
と
は
。
吐
下
血
の
原
因
は
、

極
度
の
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

潰
瘍
か
ら
で
あ
り
、
二
週
間
後
に
は

完
治
。
運
命
の
女
神
が
、
私
た
ち
に

微
笑
み
か
け
た
の
で
す
。
翌
年
三
月
、

リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
院
へ
転
院
。
ま
さ

か
と
思
っ
て
い
た
在
宅
介
護
が
現
実

の
も
の
と
な
り
、
父
は
リ
ハ
ビ
リ
に
、

私
た
ち
は
在
宅
介
護
の
勉
強
に
と
い

う
希
望
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

迷
走
と
不
安
で
過
ご
す
日
々
と
目
標

に
向
う
日
々
で
は
、
何
と
い
う
違
い

で
し
ょ
う
。

リ
ハ
ビ
リ
一
ヵ
月
後
、
病
棟
主
催
の

観
桜
会
へ
父
は
車
椅
子
で
参
加
す
る

ま
で
に
回
復
し
、
ベ
ッ
ド
端
に
介
助
無

し
で
十
五
秒
も
座
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
五
九
〇
日
も

の
間
、「
父
が
淋
し
が
る
か
ら
」
と
大

雪
で
電
車
が
間
引
き
運
転
し
よ
う
と

も
、
一
日
も
欠
か
さ
ず
に
通
う
母
を

看
護
婦
さ
ん
は
不
憫
に
思
い
、「
き
ち

ん
と
看
て
い
る
か
ら
旅
行
で
も
し
て

ら
っ
し
ゃ
い
」と
勧
め
て
下
さ
り
、一
度

だ
け
一
泊
旅
行
を
し
ま
し
た
。

患
者
・
家
族
体
験
記
No.8

峯
岸
　
聡
江
（
東
京
都
豊
島
区
在
住
）

お
父
さ
ん
、

お
う
ち
へ
帰
ろ
う
ね

故　峰岸勇造さん。自宅にて。

第
９
回
Ｈ
Ｅ
Ｑ
研
究
会
の
市
民
公
開
講
座
で
、
介
護
者
と
し
て
の
体
験
を
お
話
さ
れ
た
峯
岸
さ
ん
。
な
ん
と

し
て
も
お
父
さ
ん
を
家
に
連
れ
て
帰
り
た
い
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
選
択
し
た
胃
ろ
う
で
し
た
。
Ｐ
Ｄ
Ｎ
作
成

の
ビ
デ
オ『
お
う
ち
へ
帰
ろ
う
ね
』は
、
峯
岸
さ
ん
一
家
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

胃ろうを造られた方、ケアする方…
あなたと胃ろうの出会いや胃ろうにまつわる出来事などをお寄せ下さい。

「ここを取材して！」という情報提供も大歓迎！
お問合せはＰＤＮ事務局まで。

TEL：03-5733-4361　　FAX：03-5776-6486　
E-Mail：info@peg.ne.jp

あなたの投稿お待ちしております！
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「
Ｐ
Ｄ
Ｎ
通
信
」の
定
期
購
読
は
…
５
部（
年
間
２
０
０
０
円
）・
10
部（
同
４
０
０
０
円
）・
20
部（
同
７
０
０
０
円
）を
ご
指
定
の
上
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ（03-6228-3611

）・
Ｆ
Ａ
Ｘ（03-6228-3730

）ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.peg.or.jp)

に
て
お
申
込
下
さ
い
。

編集後記
日本では、胃瘻造設をされる方の多くが介護保険の適用でもあります。8月

18日、函館市では要介護度認定のための訪問調査を行う調査員(ケアマネジャ
ー )を対象に、知識の差をなくし、平等な調査を実施するための研修会を開きま
した。正しい調査資料の作成のためには、胃瘻やストーマなどについての基本的
な知識のレベルは同じでなければならない、と同市介護高齢部福祉課がテーマ
に選んだそうです。

ＰＤＮセミナーは、このような行政主催の研修会
もお手伝いさせていただきたいと考えています。お
気軽にご相談下さい。ご一緒に、まず一歩を踏み出
しましょう。(編集部　岡崎)

第６回湘南在宅ケアセミナー
日　　　時：2004 年 12 月 12 日（日）10：00 〜 17：00　( 懇親会　17：30 〜 )
会　　　場：藤沢市民会館　大ホール
 JR・小田急藤沢駅南口　徒歩７分（TEL：0466-23-2415）
テ　ー　マ：介護保険はどう変わる！ ?
特 別 講 演 ：「介護保険はこう変わる」
 厚生労働省介護保険課長　藤木則夫氏
基 調 講 演 ：「在宅医療の現況と今後の課題と展望」
 筑波大学社会医学系教授　大久保一郎氏
シンポジウム：「この大改革を乗り越えるために」
 日本経済新聞編集委員　浅川澄一氏
 日本医師会評議員、神津内科医院院長　神津　仁氏
 ジャーナリスト　和田　努氏
 キャンナス代表　菅原由美
定　　　員：先着 800 名
参　加　費：￥1000　懇親会費：￥4000　( 当日集金 )
講　　　演：藤沢市／藤沢市医師会／藤沢市歯科医師会／藤沢湘南ライオンズクラブ
 鎌倉市医師会／鎌倉市歯科医師会／茅ヶ崎市医師会／茅ヶ崎市歯科医師会
問　合　せ：訪問ボランティアナースの会キャンナス　担当　河野・利根川
 〒 251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘 1-2-4
 tel　0466-26-3980　　fax　0466-27-8280　　　
 E-mail　cannus@nurse.gr.jp

第６回北陸 PEG・在宅栄養研究会
日　　　時： 2004 年 11 月 13 日（土）15：00 〜 18：00
会　　　場： 石川県地場産業振興センター　大ホール
 金沢市鞍月 2-1（TEL：076-268-2010）
特 別 講 演 ：「嚥下障害の機序と治療、リハビリテーション（仮題）」
 藤島一郎先生（聖隷三方原病院　リハビリテーションセンター長）
一 般 演 題 ：経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）および在宅栄養法に関する演題
代表世話人：金沢大学名誉教授　磨伊正義
当番世話人：藤が丘クリニック　藤岡照裕
事　務　局：小川医院　小川滋彦（TEL：076-261-8821)
共　　　催：北陸 PEG・在宅栄養研究会
 大塚製薬株式会社／株式会社大塚製薬工場
後　　　援：HEQ 研究会／日本静脈経腸栄養学会

BOOK　SHELF
2004年改訂版　胃ろう手帳

2002年2月に発行した「胃ろう手帳」を、この
たび2004年改訂版として増刷しました。カテー
テルのタイプ別特徴や栄養剤の投与方法、日常
のケアは勿論のこと、今回の改訂では造設後の
トラブルとケアについての『困った時の対処法』
に力を注ぎました。正しい理解と管理法を身に
つけて、第二のお口『胃ろう』を使いこなすため
に、この手帳をどうぞお役立て下さい。

Ｂ５判　カラー　36ページ
定価500円(税込)　送料別

発行･販売:ＰＥＧドクターズネットワーク
TEL：03-6228-3611

ご協賛･ご支援、誠にありがとうございました。尚、PDNセミナーへのご協賛につきましては
3面をご覧下さい。

渡辺浩代様　足立眞理様　　　　　　合計1万円、切手2524円

お待たせしました

1本1,500円
送料込

価　格

製造・発売
 
 TEL 03-6228-3611

長さは50cmと75cmの2種類


